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平成
へいせい

26年度
ね ん ど

 第２回
だい かい

杉並区
すぎなみく

地域
ち い き

自立
じ り つ

支援協
しえんきょう

議会
ぎ か い

 次第
し だ い

 

 

１ 開会
かいかい

  

 

２ 会長
かいちょう

挨拶
あいさつ

 

  

３ 報告
ほうこく

 

（１） 幹事会
かんじかい

より 

（２） 相談
そうだん

支援
し え ん

部会
ぶ か い

より 

（３） 地域
ち い き

移行
い こ う

促進
そくしん

部会
ぶ か い

より 

 

４ 議題
ぎ だ い

 

    

   １ 第 4 期
だ い  き

障害
しょうがい

福祉
ふ く し

計画
けいかく

の策定
さくてい

に向
む

けて 

    

２ 杉並区
すぎなみく

の障害者
しょうがいしゃ

の就労
しゅうろう

支援
し え ん

について 

    

       

５ 区
く

からの報告
ほうこく

事項
じ こ う

と質疑
し つ ぎ

 

 

６ その他
た

 

 

７ 閉会
へいかい

  

                                        

 



【配付
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資料
しりょう

】 

   資料
しりょう

１-1 平成
へいせい

26年度
ね ん ど

第 1回
だい  かい

杉並区
すぎなみく

地域
ち い き

自立
じ り つ

支援協
しえんきょう

議会
ぎ か い

で出された
だ さ れ た

意見
い け ん

と課題
か だ い

整理
せ い り

 

   資料
しりょう

１-2 杉並区
すぎなみく

地域
ち い き

自立
じ り つ

支援協
しえんきょう

議会
ぎ か い

の運営
うんえい

と専門
せんもん

部会
ぶ か い

について 

   資料
しりょう

２ 相談
そうだん

支援
し え ん

部会
ぶ か い

活動
かつどう

報告
ほうこく

 

   資料
しりょう

３ 地
ち

域
いき

移
い

行
こう

促
そく

進
しん

部
ぶ

会
かい

活
かつ

動
どう

報
ほう

告
こく

 

   資料
しりょう

４-1 総合
そうごう

計画
けいかく

・実行
じっこう

計画
けいかく

改定
かいてい

調書
ちょうしょ

 

   資料
しりょう

４-2 保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

計画体
けいかくたい

系図
け い ず

（障害児
しょうがいじ

） 

   資料
しりょう

４-3 保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

計画体
けいかくたい

系図
け い ず

（障害
しょうがい

福祉
ふ く し

分野
ぶ ん や

） 

   資料
しりょう

５-1 杉並区
すぎなみく

の障害者
しょうがいしゃ

の就労
しゅうろう

支援
し え ん

について 

   資料
しりょう

５-2 杉並区
すぎなみく

障害者
しょうがいしゃ

雇用
こ よ う

支援
し え ん

ネットワーク会議
か い ぎ

の概要
がいよう

 

   資料
しりょう

５-3 杉並区
すぎなみく

障害者
しょうがいしゃ

雇用
こ よ う

支援
し え ん

ネットワーク会議
か い ぎ

実施
じ っ し

状 況
じょうきょう

と予定
よ て い

 

   資料
しりょう

５-4 杉並区
すぎなみく

障害者
しょうがいしゃ

雇用
こ よ う

支援
し え ん

事業団
じぎょうだん

平成
へいせい

25年度
ね ん ど

事業
じぎょう

報告
ほうこく

抜粋
ばっすい

 

   別冊
べっさつ

資料
しりょう

 

    
  



資料
し り ょ う

1-1

杉並区
す ぎ な み く

地域
ち い き

自立
じ り つ

支援
し え ん

協議会
きょうぎかい

平成
へいせい

２６年
ねん

８月
がつ

２８日
にち

相談
そうだん

支援
しえん

部
ぶ

会
かい

・新年度
しんねんど

の体制
たいせい

の確認
かくにん

。

・今年度
こんねんど

は①高齢期
こうれいき

の支援
しえん

　②重症心身障害児者
じゅうしょうしんしんしょうがいじしゃ

のネットワーク構築
こうちく

（特
とく

に地域医療
ちいきいりょう

との連携
れんけい

） ③障害者に対する住宅関連の支援
しょうがいしゃたい  じゅうたくかんれん しえん

　④手厚い支援
てあつ しえん

が必要
ひつよう

な複合的
ふくごうてき

な

課題
かだい

を有
ゆう

するケース（事例検討
じれいけんとう

）の4グループに分
わ

かれて活動
かつどう

していく。

・本会
ほんかい

委員
いいん

の参加
さんか

を今後
こんご

呼
よ

び掛
か

ける。（連絡
れんらく

は事務局
じむきょく

から行
おこな

う）

・現在
げんざい

、4つのグループで課題検討等行
かだいけんとうとうおこな

っている。

・次回
じかい

の本会
ほんかい

では、進捗
しんちょく

を確認
かくにん

する。

地域
ちいき

移行
いこう

促進
そくしん

部会
ぶかい

・新年度
しんねんど

の体制
たいせい

の確認
かくにん

。

・今年度
こんねんど

は、昨年度
さくねんど

の積
つ

み残
のこ

しの課題
かだい

「地域定着支援
ちいきていちゃくしえん

」の課題検討等
かだいけんとうとう

を行
おこな

っていく。また、今後
こんご

の地域
ちいき

移行
いこう

促進
そくしん

部会
ぶかい

の在
あ

り方
かた

も同時
どうじ

進行
しんこう

で検討
けんとう

を進
すす

める。

・本会
ほんかい

終了
しゅうりょう

後
ご

、部会
ぶかい

を実施
じっし

した。今年度
こんねんど

は、地域
ちいき

移行
いこう

支援
しえん

の課題
かだい

共有
きょうゆう

や地域
ちいき

定着
ていちゃく

支援
しえん

を利用
りよう

しやすくするためのイ

メージづくりを行
おこな

う。

・次回
じかい

の本会
ほんかい

では、進捗
しんちょく

を確認
かくにん

する。

自立
じりつ

支援
しえん

協議会
きょうぎかい

の

公開性
こうかいせい

に

ついて

・介助犬
かいじょけん

や同行援護
どうこうえんご

の事業者
じぎょうしゃ

、車椅子利用者
くるまいすりようしゃ

は会場
かいじょう

にはいることができたほうがよい。

・傍聴
ぼうちょう

可能
かのう

人数
にんずう

もできるだけ多
おお

い方
ほう

がよいのではないか。

・傍聴
ぼうちょう

可能
かのう

とした場合
ばあい

、区民
くみん

等
とう

への周知
しゅうち

の方法
ほうほう

はどうするか？

　→傍聴
ぼうちょう

に関
かん

しては、どなたでも参加
さんか

できる環境
かんきょう

づくりをしていく必要
ひつよう

はある。

　→会議室
かいぎしつ

が取
と

りにくいこともあり、傍聴
ぼうちょう

可能
かのう

人数
にんずう

に限界
げんかい

はあるが柔軟
じゅうなん

に対応
たいおう

できるようにする。

　→周知
しゅうち

の方法
ほうほう

は、とりあえず会議録
かいぎろく

の最後
さいご

に次回
じかい

予定
よてい

日
び

を掲載
けいさい

し、傍聴
ぼうちょう

可能
かのう

と伝
つた

えるようにする。広報
こうほう

は現行
げんこう

締切
しめきり

の関係
かんけい

で難
むつか

しいので、広
ひろ

く周知
しゅうち

する方法
ほうほう

は別
べつ

に考
かんが

え

る。

　→次回
じかい

の本会
ほんかい

から傍聴
ぼうちょう

可
か

とする方向
ほうこう

で事務局
じむきょく

で調整
ちょうせい

を行
おこな

う。

・事務局
じむきょく

で傍聴
ぼうちょう

が可能
かのう

なように準備
じゅんび

を進
すす

める。

・傍聴
ぼうちょう

に来
き

てもらえるように「チラシ」を作成
さくせい

し、福祉
ふくし

事務
じ む

所
しょ

、保健
ほけん

センター、各
かく

事業所
じぎょうしょ

等
とう

に配布
はいふ

する。「チラシ」に

は、開催
かいさい

日程
にってい

等
とう

はのせずに、電話
でんわ

・FAXでの問合
といあわ

せか

ホームページ閲覧
えつらん

で対応
たいおう

する。傍聴
ぼうちょう

時
じ

のルールや個人
こじん

情
じょ

報
うほう

を取
と

り扱
あつか

う際
さい

秘密
ひみつ

会
かい

とすること等
とう

も裏面
りめん

に載
の

せる。

・傍聴
ぼうちょう

不適格
ふてきかく

者
しゃ

への対応
たいおう

も事前
じぜん

に考
かんが

えておく。

・傍聴
ぼうちょう

の定員
ていいん

は介助者
かいじょしゃ

等
とう

合
あ

わせて会議室
かいぎしつ

に入
はい

れる人数
にんずう

を設定
せってい

。先着
せんちゃく

順
じゅん

とし、定員
ていいん

終了
しゅうりょう

したら受付
うけつけ

終了
しゅうりょう

とする。

自立
じりつ

支援
しえん

協議会
きょうぎかい

本
ほ

会
んかい

と部会
ぶかい

の今後
こんご

の

体制
たいせい

等
とう

に

ついて

・図
ず

について、もう少
すこ

し整理
せいり

が必要
ひつよう

。

・相談支援部会
そうだんしえんぶかい

の中
なか

で課題
かだい

になっている部分
ぶぶん

を専門部会
せんもんぶかい

にするとよいか。「相談
そうだん

発信
はっしん

」がよい。

・現状
げんじょう

の相談支援部会
そうだんしえんぶかい

の4つのテーマについては、相談支援部会
そうだんしえんぶかい

で議論
ぎろん

を深
ふか

めてから専門部会
せんもんぶかい

にできる可能
かのう

性
せい

はある。

・専門部会
せんもんぶかい

については、常
つね

に就労支援
しゅうろうしえん

が話題
わだい

に出
で

ている。雇用支援
こようしえん

ネットワーク会議
かいぎ

などとの関
かか

わりについてはどうか？

・障害者
しょうがいしゃ

就労
しゅうろう

の課題
かだい

については、色々
いろいろ

な方
かた

にもっと知
し

ってもらう必要
ひつよう

がある。

・専門
せんもん

部会
ぶかい

の在
あ

り方
かた

については、今年度
こんねんど

も引
ひ

き続
つづ

き議論
ぎろん

していく必要
ひつよう

がある。

　→図
ず

については、事務局
じむきょく

で修正
しゅうせい

を行
おこな

う。

　→部会
ぶかい

については、相談
そうだん

支援
しえん

部
ぶ

会
かい

での議論
ぎろん

を踏
ふ

まえた上
うえ

で必要性
ひつようせい

を議論
ぎろん

していく。

　→専門
せんもん

部会
ぶかい

の在
あ

り方
かた

については、継続的
けいぞくてき

に議論
ぎろん

を行
おこな

う。

・図
ず

については少
すこ

し整理
せいり

を行
おこな

った。

・相談
そうだん

支援
しえん

部会
ぶかい

での議論
ぎろん

が専門
せんもん

部会
ぶかい

の必要性
ひつようせい

へ繋
つな

がっ

てくるという流
なが

れは前回
ぜんかい

の会議
かいぎ

で確認
かくにん

ができた。

・障害者
しょうがいしゃ

の就労
しゅうろう

支援
しえん

については、相談
そうだん

支援
しえん

部
ぶ

会
かい

では議論
ぎろん

がなかなか拡
ひろ

げられず、取
と

り上
あ

げにくいテーマとなってい

る。専門
せんもん

部会
ぶかい

の必要性
ひつようせい

の話
はなし

がよくあがるが、協議会
きょうぎかい

で課
か

題
だい

共有
きょうゆう

がまだできていない。次回
じかい

、杉並区
すぎなみく

障害者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

支
し

援
えん

事業団
じぎょうだん

の長野
ながの

委員
いいん

に依頼
いらい

し、就労
しゅうろう

支援
しえん

での課題
かだい

や「雇
こ

用
よう

支援
しえん

ネットワーク」のことを情報
じょうほう

提供
ていきょう

頂
いただ

き、課題
かだい

共有
きょうゆう

と

意見
いけん

交換
こうかん

ができたらよいのではないか。

平成
へいせい

26年度
ね ん ど

第
だい

1回
かい

杉並区
す ぎ な み く

地域
ち い き

自立
じ り つ

支援
し え ん

協議会
き ょ う ぎ かい

で出
だ

された意見
い け ん

と課題
か だ い

整理
せ い り

テーマ 協議会
きょうぎかい

で出
だ

された報告
ほ う こ く

・意見
い け ん

・課題
か だ い

今後
こ ん ご

の方向性
ほうこうせい

(幹事会
か ん じ か い

話
はな

し合
あ

い結果
け っ か

）



今年度
こんねんど

シ

ンポジウ

ムのテー

マについ

て

・特別支援学校等を卒業後
とくべつしえんがっこうとう　そつぎょうご

に一般就労
いっぱんしゅうろう

や福祉施設
ふくししせつ

に移行
いこう

する時期
じ き

と、高齢
こうれい

になり65歳
さい

で介護保険
かいごほけん

に移行
いこう

する時期
じ き

は、ライフステージを通
つう

して大
おお

きな転換点
てんかんてん

となる2つの

時期
じ き

である。この時期
じ き

にどのような状況
じょうきょう

で課題
かだい

があるのか等
とう

は、身近
みぢか

なテーマなのではないか。

・知的障害者
ちてきしょうがいしゃ

の施設通所者
しせつつうしょしゃ

に接し
せ っ

たり、日常
にちじょう

の診療
しんりょう

でも感
かん

じていることとしては、保護者
ほごしゃ

の認知症
にんちしょう

の発症
はっしょう

で判断能力
はんだんのうりょく

が低下
　　ていか

していく現状
げんじょう

があり、成年後見制度の
せいねんこうけんせいど　

利用
りよう

に

ついては重要
じゅうよう

な問題
もんだい

である。

・障害者権利条約
・しょうがいしゃけんりじょうやく

のことはしっかりおさえておくことが重要
じゅうよう

だと思
おも

う。

　→実行
じっこう

委員
いいん

の立候補
りっこうほ

は事務局
じむきょく

まで。事務局
じむきょく

から実行
じっこう

委員
いいん

の依頼
いらい

をすることもある。

　→シンポジウムのテーマや講師
こ うし

についての推薦
すいせん

等
とう

あれば事務局
じむきょく

まで伝
つた

えて頂
いただ

きたい。

　→今回
こんかい

のご意見
いけん

を踏
ふ

まえて、7月
がつ

に幹事会
かんじかい

で、シンポジウムのことについて、つめていく。

・シンポジウムの目的
もくてき

は、今
いま

までと同様
どうよう

、①自立
じりつ

支援
しえん

協議
き ょう

会
ぎかい

の周知
しゅうち

、②区民
くみん

と共
とも

に地域
ちいき

の障害者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

について考
かんが

え

る、とする。

・基調
きちょう

講演
こうえん

については、「障害者
しょうがいしゃ

権利
けんり

条約
じょうやく

」をテーマとす

る。パネルディスカッションは、一般
いっぱん

就労
しゅうろう

している当事者
とうじしゃ

に

お話
はな

しを頂
いただ

くイメージで構成
こうせい

する。

・実行
じっこう

委員
いいん

は9月
がつ

から開始
かいし

。基調
きちょう

講演
こうえん

の講師
こ うし

は早
はや

めに打
だ

診
しん

する。

・実行
じっこう

委員
いいん

については、髙山
たかやま

会長
かいちょう

、神
かみ

作
さく

副会長
ふくかいちょう

、加藤
かとう

委
い

員
いん

、長野
ながの

委員
いいん

、小野寺
おのでら

委員
いいん

、事務局
じむきょく

で構成
こうせい

する。

平成
へいせい
26年

ね

度
んど

の自立
じりつ

支援
しえん

協議
き ょう

会
ぎかい

の取組
とりくみ

について

（計画
けいかく

部
ぶ

会
かい

への意
い

見
けん

）

・26年度
ね ん ど

の運営
うんえい

スケジュール」については開催
かいさい

回数
かいすう

を年4回とした。保健
ほけん

福祉
ふくし

計画へ協議会の意見を反映させるために、計画
けいかく

部会
ぶかい

にあわせたスケジュールを組
く

んでい

る。計画部会
けいかくぶかい

には、自立支援協議会
じりつしえんきょうぎかい

の幹事会
かんじかい

から副会長
ふくかいちょう

の神作委員
かみさくいいん

、推進連絡協議会
すいしんれんらくきょうぎかい

からの打診
だしん

で田中委員
たなかいいん

に出
で

て頂
いただ

く。

＜マンパワーや社会資源の不足
しゃかいしげん　ふそく

＞

・放課後等
ほうかごとう

デイサービスや移動支援
いどうしえん

について不足
ふそく

している。卒業後
そつぎょうご

の進路先
しんろさき

の定員
ていいん

の問題
もんだい

もあり、不安
ふあん

が高
たか

まっている。

＜就労
しゅうろう

支援
しえん

＞

・「すまいる」は2年目
　ねんめ

となり課題
かだい

が出
で

てきている。最近
さいきん

は、一般就労
いっぱんしゅうろう

している方
かた

で就労
　しゅうろう

を継続
けいぞく

できなくなっている方
かた

が増
ふ

えている。今
いま

までサービスを使
つか

って来
こ

なかった人
ひと

が

一定
いってい

の年齢
ねんれい

になり、初
はじ

めてサービスを使
つか

うことになり、適応
てきおう

に課題
かだい

が生
しょう

じることもある。

・就労関係
しゅうろうかんけい

の課題
かだい

として精神障害者
せいしんしょうがいしゃ

に対応
たいおう

した就労
しゅうろう

の仕組
し く

みが必要
ひつよう

。高齢
こうれい

やけがなどにより就労
しゅうろう

できなくなった50代以降
だいいこう

の方
かた

への受入
うけいれ

れプログラム、リタイヤする人
ひと

た

ちへの支援
しえん

が必要
ひつよう

となっている。

＜高齢化
こうれいか

＞

・障害者
しょうがいしゃ

も高齢化
こうれいか

す
す

ると二次障害
にじしょうがい

が出
で

てくる。そういう事態
じたい

にどう対応
たいおう

していくかを考
かんがえ

えてほしい。

・障害福祉
しょうがいふくし

サービスから介護保険
かいごほけん

に変
か

わる時
とき

の対応
たいおう

が難
むずか

しい。本人
ほんにん

、家族
かぞく

の高齢化
こうれいか

は課題
かだい

。

＜医療
いりょう

との連携
れんけい

＞

・知的
ちてき

障害
しょうがい

のある人
ひと

が骨折
こっせつ

をし、リハビリを必要
ひつよう

としたが、意思疎通
い し そ つ う

できないという理由
りゆう

で病院
びょういん

の受入れを断
ことわ

られた。訪問
ほうもん

リハビリを受
う

けられるようになったのでよかった

が、課題
かだい

を感
かん

じた。

＜その他
ほか

＞

・就労継続支援B型利用
しゅうろうけいぞくしえん　がたりよう

に向け
む

たアセスメントの目的
もくてき

が不明瞭
ふめいりょう

で、利用
りよう

の仕方
しかた

への不安
ふあん

がある。

・障害福祉
しょうがいふくし

サービスと医療
いりょう

、介護保険等
かいごほけんとう

を併用
へいよう

する場合
ばあい

の使い勝手
つか　がって

の悪
わる

さへの対応
たいおう

についても計画
けいかく

に盛り込
も こ

んでほしい。権利擁護
けんりようご

や差別解消法、合理的配慮
さべつかいしょうほう　ごうりてきはいりょ

について

も今後
こんご

の課題
かだい

となる。

・安心
あんしん

サポート事業
じぎょう

において、お金
　かね

の使い方
つか　かた

について学習
がくしゅう

していない人
ひと

が多
おお

いと感
かん

じる。そのような機会
きかい

が必要
ひつよう

ではないか。

・今回
こんかい

の意見
いけん

を踏
ふ

まえた上
うえ

で、障害者福祉推進連絡協議
しょうがいしゃふくしすいしんれんらくきょ

会計画部会で神作委員、田中委員にご発言頂く。
うぎかいけいかくぶかいかみさくいいんたなかいいんはつげんいただ

・計画
けいかく

部会
ぶかい

は本会
ほんかい

までに2回
かい

開催
かいさい

する予定
よてい

。本会
ほんかい

では、そ

のご報告
ほうこく

を頂
いただ

く。

・計画
けいかく

については、計画
けいかく

部会
ぶかい

委員
いいん

の方
かた

のご報告
ほうこく

も踏
ふ

ま

え、再度
さいど

意見
いけん

をもらってもよいのではないか。



報告・課題
提起等 
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等 

報
告
等 

報
告
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課題提
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情報共有 
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専門部会 
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等 

取組提
案等 

取組提案
等 
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○情報発信     等 

○課題整理 
○本会意見整理 等 

○課題抽出 
○課題整理 等 

議題・報告等 意見等 

○課題検討 
○課題に向けた取組 等 

○課題検討 

○課題に向
けた取組 等 

○課題検討 

○課題に向
けた取組 等 

WG 
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すぎなみく ちいき じりつしえん きょうぎかい うんえい せんもんぶかい 

      

きょうぎかいほんかい      

かんじかい 

  協議会本会（年４回開催）            
きょうぎかいほんかい      

く 

ねん４かい かいさい      

そうだん しえんぶかい      じょうせつ      

せんもんぶかい      
せんもんぶか い      

こべつしえんかいぎ      こべつしえんかいぎ      

かくいいん   しょぞく    

  協議会本会（年４回開催）            
ねん４かい かいさい      

かんけいきかん 

ひつようじ      
ひつようじ 

ちいきいこうそくしんぶかい 

   かくいいん    しょぞく                 れい      

課題 課題 



 

資料
しりょう

２ 

地域
ち い き

自立
じ り つ

支援協
しえんきょう

議会
ぎ か い

資料
しりょう

 

平成
へいせい

26年
ねん

8月
がつ

28日
にち

 

相談
そうだん

支援
し え ん

部会
ぶ か い

活動
かつどう

報告
ほうこく

 
 

１、各
かく

グループの活
かつ

動
どう

の進
しん

捗
ちょく

状
じょう

況
きょう

 

＜A グループ：高齢期
こうれいき

の支援
し え ん

について＞ 

■検討
けんとう

内容
ないよう

：障害
しょうがい

のある方
かた

の高齢化
こうれいか

、或いは
ある    

主
しゅ

たる介護者
かいごしゃ

の高齢化
こうれいか

等
とう

で生じる
しょう    

課題
か だ い

について検討
けんとう

を

行って
おこな    

いる。課題
か だ い

がたくさん出る
で  

中
なか

で、「高齢者
こうれいしゃ

福祉
ふ く し

サービス提供者側
ていきょうしゃがわ

から見
み

た障害者
しょうがいしゃ

支援
し え ん

の課題
か だ い

はどのようなものかを知る
し  

必要
ひつよう

がある」「高齢者
こうれいしゃ

福祉
ふ く し

サービス提供者
ていきょうしゃ

と連携
れんけい

していく

必要性
ひつようせい

がある」等
など

の意見
い け ん

が出
で

た。ケマネージャーやケア２４を招いて
まね    

、事例
じ れ い

を通した
とお    

意見
い け ん

交換会
こうかんかい

を企画
き か く

している。 

■見えて
み   

きた課題
か だ い

： 

・親
おや

が介護
か い ご

保険
ほ け ん

受給
じゅきゅう

、子
こ

が障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス受給
じゅきゅう

という場合
ば あ い

の支援者間
しえんしゃかん

の連携
れんけい

の難
むずか

しさ 

・障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービスの受給者
じゅきゅうしゃ

が 65歳
さい

に到達
とうたつ

したときの様々
さまざま

な課題
か だ い

（介護
か い ご

保険
ほ け ん

サービスへのス

ムーズな移行
い こ う

・定年
ていねん

退職後
たいしょくご

の活動
かつどう

場所
ば し ょ

・利用料
りようりょう

負担
ふ た ん

の差
さ

…
・・・

等
とう

）       

・介護
か い ご

保険
ほ け ん

・障害
しょうがい

福祉
ふ く し

の役割
やくわり

分担
ぶんたん

（ケアマネージャーと指定
し て い

特定
とくてい

相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

の動き方
うご  かた

の

違い
ちが  

等
とう

）                                    

■今後
こ ん ご

の方針
ほうしん

： 

・ケアマネージャーやケア２４との意見
い け ん

交換会
こうかんかい

の企画
き か く

を進め
すす  

ていく。 

・高
こう

齢
れい

者
しゃ

福
ふく

祉
し

サービス事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

との連携
れんけい

の強化
きょうか

の検討
けんとう

（ケアマネージャー協議会
きょうぎかい

との連携
れんけい

等
とう

）。 

 

 

  ＜Bグループ：重 症
じゅうしょう

心身
しんしん

障害児
しょうがいじ

（者
しゃ

）にネットワーク構築
こうちく

について＞ 

■検討
けんとう

内容
ないよう

：重 症
じゅうしょう

心身
しんしん

障害児
しょうがいじ

（者
しゃ

）の地域
ち い き

生活
せいかつ

の実態
じったい

を把握
は あ く

し、課題
か だ い

を明ら
あき  

かにしていく。重 症
じゅうしょう

心身
しんしん

障害児
しょうがいじ

（者
しゃ

）の生活
せいかつ

実態
じったい

の情報
じょうほう

が乏しい
とぼ    

ため、支援
し え ん

事例
じ れ い

を通じて
つう    

実態
じったい

の把握
は あ く

を行
おこな

っている。

現段階
げんだんかい

では、医療的
いりょうてき

ケアのある方
かた

の通所
つうしょ

施設
し せ つ

や短期
た ん き

入所
にゅうしょ

での受け入れ
う け い れ

の現状
げんじょう

について確認

した。 

■見えて
み   

きた課題
か だ い

： 

     ・医療的
いりょうてき

ケアのある人
ひと

の対応
たいおう

ができる医療
いりょう

機関
き か ん

が少ない
すく    

（医療
いりょう

との連携
れんけい

がとりづらい）。 

       ・医療的
いりょうてき

ケアのある人
ひと

を受け入
う  い

れられる障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス提供
ていきょう

事業所
じぎょうしょ

が少
すく

ない（職員
しょくいん

への負
ふ

  

荷
か

が高
たか

く、体制
たいせい

が安定
あんてい

しない。看護師
か ん ご し

の負担
ふ た ん

も大
おお

きい。依頼
い ら い

できる嘱託医
しょくたくい

がみつからない等
など

） 

     ・問題
もんだい

提起
て い き

して共有
きょうゆう

できる場
ば

が今
いま

までなかった。 

■今後
こ ん ご

の方針
ほうしん

： 

        ・支援
し え ん

機関
き か ん

での事例
じ れ い

をさらに出
だ

して地域
ち い き

生活
せいかつ

の情報
じょうほう

を共有
きょうゆう

し、課題
か だ い

について明
あき

らかにする。

事例
じ れ い

や情報
じょうほう

については、本会
ほんかい

の委員
い い ん

にも協 力
きょうりょく

をお願
  ねが

いしていく。 

    

 

  ＜Cグループ：障害者
しょうがいしゃ

に対
たい

する住宅
じゅうたく

関連
かんれん

の支援
し え ん

について＞ 



   ■検討
けんとう

内容
ないよう

：障害
しょうがい

のある方
かた

が地域
ち い き

で暮らす
く   

上
うえ

で欠かせない
か    

住宅
じゅうたく

関連
かんれん

の支援
し え ん

について、杉並
すぎなみ

でどのような

取り組み
と  く  

が必要
ひつよう

か検討
けんとう

している。まずは他
ほか

の地域
ち い き

で行
おこな

われている「よい取組み
とりく   

事例
じ れ い

」を知る
し  

機会
き か い

を持つ
も  

ということになり、居住
きょじゅう

サポート事業
じぎょう

を行って
おこな    

いる中野区
な か の く

地域
ち い き

生活
せいかつ

支援
し え ん

センタ

ー「せせらぎ」を訪問
ほうもん

し、ヒアリングを行
おこな

った。 

         ・居住
きょじゅう

サポート事業
じぎょう

を通じて
つう    

、不動産
ふどうさん

関係者
かんけいしゃ

との連携
れんけい

が拡
ひろ

がっている。 

         ・不動産
ふどうさん

会社
がいしゃ

から「せせらぎ」に相談
そうだん

が入
はい

るようになり、よい関係
かんけい

が築
きず

けている。 

         ・アパートを借り
か  

るために、借りる
か   

側
がわ

が心
こころ

懸
が

けることがある。 

■見えて
み   

きた課題
か だ い

： 

     ・不動産事
ふ ど う さ ん じ

業者
ぎょうしゃ

と福祉
ふ く し

関係者
かんけいしゃ

の関係づくり
かんけい     

の必要性
ひつようせい

とその困難
こんなん

さ。 

     ・障害
しょうがい

のある方
かた

と支援者
しえんしゃ

が、住まい
す   

を借りる
か   

にあたって必要
ひつよう

な知識
ち し き

やポイントがあること。 

   ■今後
こ ん ご

の方針
ほうしん

： 

        ・杉並区
すぎなみく

の中
なか

でどのような取り組み
と   く  

やネットワークが必要
ひつよう

か、検討
けんとう

する。 

         

 

 

＜Dグループ：手厚い
て あ つ  

支援
し え ん

が必要
ひつよう

な複合的
ふくごうてき

な課題
か だ い

を有
ゆう

するケースについて＞ 

   ■検討
けんとう

内容
ないよう

：複合的
ふくごうてき

な課題
か だ い

を有する
ゆ う   

ケースや対応
たいおう

が困難
こんなん

なケースについて、事例
じ れ い

検討
けんとう

を通して
とお    

課題
か だ い

を整理
せ い り

し、ネットワークのあり方
かた

などについて検討
けんとう

していく。まずはグループメンバーがどのよう

な困難
こんなん

ケースを持って
も   

いるのかを明
あき

らかにするために、障害
しょうがい

別
べつ

に事例
じ れ い

を持ち寄って
も  よ   

検討
けんとう

す

る作業
さぎょう

を行
おこな

っている。 

       ・身体
しんたい

障害
しょうがい

：本人
ほんにん

の思い
おも  

と現実
げんじつ

にギャップがあり、上手
う ま

くサービスにつながらないケース。身体
しんたい

障害
しょうがい

以外
い が い

に、精神
せいしん

・知的
ち て き

・発達
はったつ

障害
しょうがい

が疑われる
うたが      

ケース等
とう

。 

・知的
ち て き

障害
しょうがい

:親
おや

に障害
しょうがい

が疑われる
うたが      

など、家族
か ぞ く

にも支援
し え ん

が必要
ひつよう

なケース。触法
しょくほう

などの行動
こうどう

から、既存
き ぞ ん

の社会
しゃかい

資源
し げ ん

、ネットワークだけでは支える
ささ   

ことが難しい
むずか   

ケース等
とう

。 

・精神
せいしん

障害
しょうがい

：親子
お や こ

関係
かんけい

が支援者
しえんしゃ

と本人
ほんにん

との関係
かんけい

に影響
えいきょう

しているケース
け ー す

。周囲
しゅうい

から見る
み  

と支援
し え ん

が必要
ひつよう

だが、本人
ほんにん

が困っていないケース等
とう

。 

   ■見えて
み   

きた課題
か だ い

： 

               ・（精神
せいしん

障害
しょうがい

のある方
かた

への支援
し え ん

）初期
し ょ き

介入
かいにゅう

や家族
か ぞ く

への介入
かいにゅう

を適切
てきせつ

にすることで、もっと本人
ほんにん

に   

対する
たい   

効果的
こうかてき

な支援
し え ん

ができることもある。困難
こんなん

なケースは様々
さまざま

な機関
き か ん

に相談
そうだん

をしていることが

多く
おお  

、相談
そうだん

支援
し え ん

部会
ぶ か い

など、日ごろ
ひ   

から関係
かんけい

機関
き か ん

とのつながりを作って
つく   

いくことが必要
ひつよう

。 

         ・（知的
ち て き

障害
しょうがい

のある方
かた

への支援
し え ん

）知的
ち て き

障害
しょうがい

があり、窃盗
せっとう

等
など

の触法
しょくほう

行為
こ う い

を繰り返して
く   かえ    

しまうケース

にどのように社会
しゃかい

のルールをどのように伝えていくのか。欲求を無理に抑えるのではなく、別

の方向
ほうこう

に目
め

を向けさせる
む    

ことで犯罪
はんざい

を抑止
よ く し

することはできないか。（ex:ほめる、認める
みと   

等
など

） 

         ・困難
こんなん

ケースに対する
た い す る

マンパワー不足
ぶ そ く

やライフステージにおける支援
し え ん

の切れ目
き  め

の存在
そんざい

。支援者
しえんしゃ

の

ネットワークをどのように作って
つく   

いくのかが大切
たいせつ

になってくる。 

   ■今後
こ ん ご

の方針
ほうしん

： 

事例
じ れ い

検討
けんとう

を通して
とお    

、取り組む
と  く  

べき課題
か だ い

を明
あき

らかにする。 

    

 

２、今後
こ ん ご

の予定
よ て い

 

      各グループ
かく       

活動
かつどう

 

   11月
がつ

 相談
そうだん

支援
し え ん

部会
ぶ か い

拡大
かくだい

幹事会
かんじかい

 

      各グループ
かく       

活動
かつどう

 

平成
へいせい

27年
ねん

 1月
がつ

  第２回
だい２かい

相談
そうだん

支援
し え ん

部会
ぶ か い
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平
へい

成
せい

２６年
ねん

８月
がつ

２８日
にち

 

地域
ち い き

自立
じ り つ

支援協
しえんきょう

議会
ぎ か い

資料
しりょう

 

 

 

平
へい

成
せい

２６年
ねん

度
ど

 第
だい

１回
かい

 地
ち

域
いき

移
い

行
こう

促
そく

進
しん

部
ぶ

会
かい

活
かつ

動
どう

報
ほう

告
こく

 

 

今年度
こんねんど

、部
ぶ

会長
かいちょう

、副部
ふ く ぶ

会長
かいちょう

はじめ委員
い い ん

の交代
こうたい

があったため自己
じ こ

紹介
しょうかい

をした。 

部会
ぶ か い

の委員
い い ん

メンバーが新た
あ ら  

になったため、昨年度
さくねんど

までの部会
ぶ か い

については、区
く

から説明
せつめい

を受
う

け、

さらに副部
ふ く ぶ

会長
かいちょう

より、積み残された
つ   のこ      

引き続き
ひ  つ づ  

の議題
ぎ だ い

について説明
せつめい

をした。 

 

 今年度
こんねんど

の部会
ぶ か い

の進め方
すす  かた

については、昨年度
さくねんど

から引き続く
ひ  つ づ  

議題
ぎ だ い

として「地域
ち い き

定着
ていちゃく

支援
し え ん

」の

対象者
たいしょうしゃ

や使い方
つか  かた

のイメージを具体的
ぐたいてき

にしてまとめていくことが必要
ひつよう

であると確認
かくにん

された。 

しかしながらサービスとして、とてもわかりづらいという意見
い け ん

が多く
お お  

、具体的
ぐたいてき

なイメージが 

わかないため議論
ぎ ろ ん

が深
ふか

められていない。 

そこで今回
こんかい

の部会
ぶ か い

では、対象者
たいしょうしゃ

のイメージをするために、３つの視点
し て ん

が出され
だ    

、 

今後
こ ん ご

の部会
ぶ か い

へ向けて
む   

共有
きょうゆう

されたが、下記
か き

がその事項
じ こ う

である。 

 

①対象者
しょうしゃ

と使い方
つか  かた

のイメージを具体的
ぐたいてき

にするために、各委員
かくいいん

から具体的
ぐたいてき

なイメージを持った
も   

事例
じ れ い

、また実際
じっさい

にサービスを使って
つか    

いる事例
じ れ い

などをもとに、議論
ぎ ろ ん

することが共有
きょうゆう

された。 

 

②入院
にゅういん

、入所
にゅうしょ

からの「地域
ち い き

移行
い こ う

支援
し え ん

」の対象者
たいしょうしゃ

に限らず
かぎ    

、逆
ぎゃく

に地域
ち い き

から入院
にゅういん

、入所
にゅうしょ

に至らない
い た     

地域
ち い き

環境
かんきょう

つくりのために、「地域
ち い き

定着
ていちゃく

支援
し え ん

」を有効
ゆうこう

活用
かつよう

できることが、よりよい支援
し え ん

につな

がるという意見
い け ん

もあげられ、対象者
たいしょうしゃ

のイメージが広がる
ひろ    

可能性
かのうせい

があることが共有
きょうゆう

された。 

 

③法
ほう

改正
かいせい

により、矯正
きょうせい

施設
し せ つ

が「地域
ち い き

移行
い こ う

支援
し え ん

」の対象者
たいしょうしゃ

となったが、地域
ち い き

の受け入れ
う  い  

窓口
まどぐち

、 

また各地域
かくちいき

の状 況
じょうきょう

などの進捗
しんちょく

状 況
じょうきょう

がどうなっているのか、情報
じょうほう

がほしい。 

地域
ち い き

としての受け入れ
う  い  

体制
たいせい

を整える
ととの   

ことが必要
ひつよう

なのではないかという意見
い け ん

が出
だ

された。 

 

この３つの視点
し て ん

から議論
ぎ ろ ん

を深め
ふ か  

ていくことで、支援者
しえんしゃ

が「地域
ち い き

定着
ていちゃく

支援
し え ん

」の対象者
たいしょうしゃ

と使い方
つか  かた

のイメージをつかみ、実際
じっさい

のサービスにつなげられるようにしていきたい。 

さらに部会
ぶ か い

の大きな
おお    

方向性
ほうこうせい

として、今年度
こんねんど

だけの部会
ぶ か い

という意識
い し き

ではなく、次
じ

年度
ね ん ど

につなが

る課題
か だ い

検討
けんとう

を行う
おこな  

という方向性
ほうこうせい

を持った
も   

部会
ぶ か い

にしていく必要性
ひつようせい

も示
しめ

された。 

 

【意見
い け ん

交換
こうかん

ででた主
おも

な意見
い け ん

】 

・地域
ち い き

相談
そうだん

の良い
よ  

点
てん

として、相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

が入
はい

ることで、これまで大変
たいへん

だった長期
ちょうき

入所
にゅうしょ

、長期
ちょうき

入院
にゅういん

の方
かた

の地域
ち い き

移行
い こ う

がスムーズに移行
い こ う

できることを実感
じっかん

した。 



そしてさらに良い
よ  

サービスとなることで、障害
しょうがい

のある方
かた

がより生活
せいかつ

しやすい地域
ち い き

環境
かんきょう

が整う
ととの  

ことが示唆
し さ

される。 

 

・入所
にゅうしょ

・入院
にゅういん

している方
かた

が、なぜ長期
ちょうき

になっているのか？という問題点
もんだいてん

と、 

地域
ち い き

で埋もれて
う    

しまう対象者
たいしょうしゃ

との間
あいだ

には、共通
きょうつう

要素
よ う そ

が数多く
かずおお  

あることに気付
き づ

いた。 

           

・緊急
きんきゅう

体制
たいせい

を引く
ひ く

ことが支援者
しえんしゃ

のプレッシャーになるという意見
い け ん

もあるが、その反面
はんめん

として 

利用者
りようしゃ

にとっては安心
あんしん

材料
ざいりょう

になる可能性
かのうせい

もある。 

 

・利用者
りようしゃ

の家族
か ぞ く

の高齢化
こうれいか

の課題
か だ い

は大
おお

きい。未だ
い ま  

サービス利用
り よ う

に対する
たい    

抵抗感
ていこうかん

が根強く
ね づ よ  

残存
ざんぞん

して

いる家族
か ぞ く

もおり、支援者
しえんしゃ

と対象者
たいしょうしゃ

、家族
か ぞ く

の意識
い し き

の間
あいだ

には溝
みぞ

があることも否定
ひ て い

できない。 

 

・支援者
しえんしゃ

が、サービスをよく知って
し   

、柔軟
じゅうなん

に使える
つか    

視点
し て ん

を持つ
も  

ことが必要
ひつよう

。 

どう使えば
つか    

良い
よ い

のか？ 支援
し え ん

体制
たいせい

の在り方
あ   かた

の確認
かくにん

をしていきたい。 

 

・事例
じ れ い

を正確
せいかく

に追って
お   

みると、現実的
げんじつてき

なイメージも創
つく

りやすくなるだろう。 

 

・精神
せいしん

保健
ほ け ん

福祉法
ふくしほう

改正
かいせい

により、病
びょう

院内
いんない

の動き
う ご  

も出
で

てきている。 

これに対して
た い   

は保健師
ほ け ん し

、一般
いっぱん

相談
そうだん

の役割
やくわり

の整理
せ い り

も必要
ひつよう

と考
かんが

える。 

 

・地域
ち い き

定着
ていちゃく

支援
し え ん

の事例
じ れ い

を積み上げ
つ  あ  

、定着
ていちゃく

支援
し え ん

で賄う
まかな  

のだが、それでも十分
じゅうぶん

と言
い

えない。 

そこで地域
ち い き

の目
め

を増やし
ふ   

、定着
ていちゃく

支援
し え ん

を補う
おぎな  

といった議論
ぎ ろ ん

もできるとよい。 

以上
いじょう

 

 

 

杉並区
すぎなみく

障害者
しょうがいしゃ

地域
ち い き

相談
そうだん

支援
し え ん

センター すまいる荻窪
おぎくぼ

 東内
とうない

 























事業名 事業内容 計画期間の方向性

たんぽぽ園中重度障害児の通園指導 指導の充実

療育相談・個別指導 療育の充実

地域支援（保育所等訪問支援、相談支援、
民間の児童発達支援事業所等支援）の実施

地域支援の強化

早期発見支援体制の充実

障害児相談支援体制の推進

産後における母子支援充実（再掲） あそびのグループ事業の実施 充実

児童発達支援事業所（主な対象重心児）の
設置・運営

設置・開設

重症心身障害児対応放課後等デイサービス
事業所の設置

設置促進

障害児保育の充実（再掲）
障害児指定園の拡大
巡回相談の実施

保育対応型児童発達支援保育料助成（新
規）

助成の実施

各学童クラブが必要な障害児を
受け入れ、巡回指導を実施し、
障害に応じたきめ細やかな対応
を行う
重度の身体障害と重度の知的障
害を併せ持つ障害児を受け入
れ、よりニーズに沿った対応を推
進

保健福祉計画体系図（障害児）抜粋

施策２３　障害児援護の充実　

障害児・重度重複障害児の受入学童クラブの充実（再掲）

施
策
２
３
障
害
児
援
護
の
充
実

施
策
２
３
障
害
児
援
護
の
充
実

こども発達センターの療育等の充実（２８０）
（２８１）（２８２）

障害児発達相談（新規）

重症心身障害児の療育支援（新規）

　
障害児保育の実施

発達に遅れや偏りの心配のある未就学児の
相談支援

事業の体系図

資料４－２ 



事業名 事業内容 計画期間の方向性

①施設運営費・送迎費の助成 通所施設への運営支援

②地域活動支援センターの運営・支援 地域活動支援センターの充実

③重度障害者通所施設の運営・支援 運営事業の充実

①通所リハビリテーションの実施

②高次脳機能障害者の相談

①区役所・企業実習

②商店街実習

③すぎなみワークチャレンジ事業 事業の実施・充実

①就労相談・支援の実施 就労相談・支援の充実

②身近な地域での就労先の開拓 就労先の開拓、企業支援の充実

①企業訪問 企業訪問の充実

②生活支援 生活支援の充実

①すぎなみ仕事ねっと支援

②民間との連携による工賃アップの取組み

①移動支援の充実

②ガイドヘルパー養成講座の実施

①手話・要約筆記の派遣 派遣事業の実施・拡大

②代読・代筆サービスの実施 代読・代筆サービスの充実

①障害当事者への支援

②障害者団体への助成事業の実施

③ふれあいフェスタの実施

④ふれあい運動会の実施

①障害者福祉推進連絡協議会の開催

②地域自立支援協議会の開催

③障害者てびきの発行

④情報提供サイト「の～まらいふ杉並」
の運営

就
労
支
援
の
充
実

障害者の移動支援の充実(176）（188)（206）

コミュニケーション支援（176）(197)

障害者就労促進(182）

雇用定着支援事業(182）

障害者施設の工賃アップ支援(205)

スポーツ・レクリエーション活動を
通じた障害者の社会参加支援

多様な講座・交流の場の運営
（198）（199）(200）

障害者スポーツ・レクリエーションの普及・振
興（新規）

移動支援事業の実施・拡大

障害者本人及び団体活動事業
への支援の充実

①多様な講座の開催、交流の場の運営
障害者福祉会館・障害者交流
館・視覚障害者会館運営の充実

自立を支援する情報共有の機会の充実
(178)

障害者施策に対する情報交換の
場の確保

社会参加を促進する障害当事者・団体事業
への支援（178）（179）（198）

施策１６　障害者の社会参加と就労機会の充実

事業の体系図

多様な職場体験(182）(205）

障害者通所施設等の運営支援（１７６）（１８
１）　（１９８)（２０１）（２０２）（２０３）（２０４）

①通所施設の整備
重度障害者の日中活動の場の
確保

若年認知症を含めた中途障害者
の通所訓練等の充実

実習先の拡大・充実

施
策
1
6
　
障
害
者
の
社
会
参
加
と
就
労
機
会
の
充
実

社
会
参
加
の
促
進

①調査、講演会等の実施、団体への支援

障害者情報提供の充実

共同受注、販路拡大、自主生産
品の品質向上

重度障害者通所施設等の整備（231）

中途障害者の支援（１９４）

日
中
活
動
の
場
の
充
実

Ｃ Ｂ Ｄ A 
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事業名 事業内容 計画期間の方向性

①障害者地域相談支援センター委託・支援
障害者地域相談支援体制の充
実

①入所施設等からの地域移行

②精神障害者の地域移行・定着支援

③地域支援ネットワークの整備

高齢障害者の相談支援体制の充実（新
規）

①高齢障害者の相談支援体制の検討・実
施

高齢障害者に対する地域での
相談支援体制の充実

①民間提案型グループホームの支援
障害者の地域での住まいの場の
確保

②区有地活用型グループホームの整備
重度障害者の地域での住まいの
場の確保

①住宅入居支援事業の実施 アパート等への入居支援

②区営住宅の活用 障害者優先枠

①障害者権利条約の理念普及 普及策の検討、実施

②心のバリアフリーの推進(再掲)

③障害者虐待対策の推進 地域連携、見守り事業実施

①障害者の孤立防止のための見守り事業の
推進

②障害者地域相談支援センター等との連携

①緊急ショートステイ等の実施 介護者等緊急時対応の充実

②位置情報端末機器の貸与

③緊急通報システムの設置

①重度障害者を含めた短期入所事業の実
施

②日帰りショートステイの実施

②訪問入浴等在宅支援サービスの実施

①初期相談時のアセスメントシートの活用

②専門プログラムの実施

③継続的な支援策の検討・実施

①研修会等事業者支援事業の実施

②障害福祉サービス等の指導検査の実施

相
談
支
援
体
制
の
充
実

障害者の相談支援の充実(172）（173）（175）

②当事者等の相談支援の充実
ピア相談の充実
身体・知的障害者相談員制度の
実施

緊急時の安心安全システムの普及(190）
(193）（１９５）

障害者孤立防止ネットワークの構築（175）

再掲災害時要配慮者支援対策の推進

①重度障害者入所施設の整備
重度障害者の地域での入所施
設の確保

地域での見守り体制の構築

住宅の確保支援（住宅課）

質の高い利用計画の作成、適切
な障害福祉サービスの提供

①指定特定相談支援事業所への支援

施策１７　障害者の地域生活支援の充実

事業の体系図

障害者のグループホームの整備(233）

安
心
安
全
な
地
域
生
活
の
確
保

障害者の権利擁護の推進(208）

グループホーム入居者支援事業(174)(207)

サービス利用相談支援の充実
(174)(209）

障害者入所施設の整備(231）

早期発見・安全確保対策の充実

①グループホーム入居者家賃助成制度の実
施

グループホーム入居者支援事業
の充実

多
様
な
住
ま
い
の
確
保

地域移行促進（194）(新規）
地域生活支援拠点等の整備
地域移行プレ相談事業の充実
短期間の宿泊の場の活用

施
策
１
7
　
障
害
者
の
地
域
生
活
支
援
の
充
実

日
常
生
活
へ
の
支
援

障害者の疾病予防
①障害者施健診事業の実施及び生活習慣
病予防等の啓蒙

区内関係機関との連携

成人期発達障害者の情報の共
有及び継続的な支援

成人期発達障害者支援の充実（新規）

短期入所等の充実（174）（187) 介護者等支援の充実

日常生活用具の給付等の充実(175）

地域の介護力向上への支援（206)

在宅者の日常生活支援の充実①介護訓練支援用具等の給付・貸与

①重症心身障害児(者)在宅レスパイト訪問看
護事業の実施 在宅者の日常生活支援の充実

（重度障害者の）在宅支援サービスの充実
（新規事業）（174） （175）ほか

障害福祉サービス等の質の向上

Ｃ Ｂ Ｄ A 



杉並区の障害者の就労支援について 
～ワークサポート杉並とは～ 

平成２６年 ８ 月２８日 （木）     
杉並区西棟6階第5・6会議室    



(公財)杉並区障害者雇用支援事業団 
       （ワークサポート杉並）の目的 

• 障害者の一般就労の機会の拡大 

• 障害者が安心して働き続けられるよう、地域
社会と連携して就労面と生活面の支援を一
体的に提供 

• 障害者の一般就労を促進し、障害者の自立
と社会参加の一層の促進に役立てること 

2 



ワークサポート杉並の２つの事業の柱 

通所訓練を通じて、職業準備性を高め、 
職場実習、就職などの支援を行う 

相談から職場実習、就職、職場定着まで、
就労面と生活面を一体的に支援を行う 

区市町村障害者就労支援事業 

就労移行支援事業 



１ 杉並区障害者雇用支援事業団 
  （ワークサポート杉並）について 

 当事業団は東京都の「区市町村障害者
就労支援事業」を杉並区障害者就労支援
センター事業として杉並区から受託し運営
しています。 

 
＜根拠法令＞ 

 ・東京都区市町村障害者就労支援事業実施要綱 

 ・杉並区障害者就労支援センター事業実施要綱 
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１-１ 事業所名等 

＜法人名＞ 
  公益財団法人 
       杉並区障害者雇用支援事業団 
 
＜事業所名＞ 
  杉並区障害者雇用支援事業団          
             （ワークサポート杉並） 
＜所在地＞ 
  東京都杉並区高井戸東４－１０－２６  

5 



１-２ 職員構成 

事務局長       １名 

事務局次長           ２名（事務担当・事業担当） 

常勤就労支援員    ３名 

非常勤就労支援員  ６名 

パート就労支援員  ２名 
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１-３ 対象の障害者 

• 就職を希望する区内在住の 

 身体障害者・知的障害者・精神障害者など 
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   ＜利用時間＞ 

• 月曜日から金曜日の８：３０～１７：１５ 

   （原則として土・日・祝日・年末年始を除く） 

 



１-４ 事業の構成 

① 区市町村障害者就労支援に関わる事業 

                      (都制度) 

② 上記①以外で 

      区が独自に委託している事業 

③ 上記①と②を受けて 

      事業団が独自に実施している事業 
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１-５ 事業の内容（その１） 

＜区市町村障害者就労支援事業関係＞ 

 ① 就労面の支援 

    職業相談、就職準備支援、職場開拓、職場実習支援、 

    職場定着支援、離職時の調整及び離職後の支援 

 ② 生活面の支援 

    日常生活の支援、安心して職業生活を続けられるための支援 

    豊かな社会生活を築くための支援、本人の自己決定支援 

 ③ 地域開拓促進に係る支援 

    就労希望者の積極的な掘り起し、一般就労への働きかけ、 

    障害者雇用に取り組む企業等への支援、職業能力・適性等の 

    評価、実践的な企業内実習の開拓、特別支援学校等との連携 

    地域の福祉施設等における一般就労への支援 
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１-６ 事業の内容（その２） 

＜区独自委託事業関係＞ 

 ① 区役所ワークチャレンジ事業雇用（事務補助）（区事業） 

    に係る相談・助言とその後の一般就労に向けた支援 

 ② 区委託清掃事業（区事業）に係る相談・助言 

 ③ 雇用支援ネットワーク会議の運営 

 ④ 実践的な企業実習の開拓の取り組み 

 ⑤ 職業評価事業 

10 



１-７ 事業の内容（その３） 

＜事業団独自事業関係＞ 

① 障害者雇用者の仲間づくりに係る取り組み 

   （余暇支援事業たまり場） 

 

② 普及啓発の取り組み 

   （ワークサポートセミナー、就職準備フェア） 

 

③ 広報活動 

   （ワークサポート便り、ＨＰワークサポート杉並） 

11 



12 

職
場
定
着 相 

談 

 

利用登録※ 

 
 面談･ 
 体験実習 

 
支援計画 

 

個別 
支援 
コース 

訓 練
コース 
( 雇 用 支   
援 セ ン
ター) 

職
場
実
習 

就 
 

職 

定着支援
からの 

利用登録※ 

相 
 

談 
 
 

※利用登録について・・・①杉並区在住の障害のある方 
                 ②主治医の意見書（費用は実費）の写し 
                 ③障害者手帳のある方は、その写し 

１-８ 相談から始まる支援の流れ 



２ 杉並区障害者雇用支援事業団の 

  杉並区障害者雇用支援センター 

  （就労移行支援事業）について 
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２-１  運営方針 

• 利用者が自立した日常生活又は社会生活を営むことができ
るよう、生産活動、職場体験その他の活動の機会の提供を
通じて、就労に必要な知識及び能力の向上のために必要な
訓練その他の便宜を適切かつ効果的に行います。 

• 利用者の意志及び人格を尊重し、常に利用者の立場に立っ
たサービスの提供に努めます。 

• 杉並区内の他の障害者福祉サービス機関及び保健、福祉、
医療、学校等の専門機関との連携に努めます。 

• 前３項の他、関係法令を遵守します。 

• 杉並区障害者雇用支援事業団の基本理念を遵守します。 

  ＜基本理念＞ 

  障害者が働くことを通じて自立し、安心して生活することがで
きる地域づくりに貢献します。 
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２-２  運営の特徴 

• 職業評価、基礎訓練プログラム、職業スキル
の訓練、企業内実習、企業求人開拓を行うこ
とにより、就職を目指す取組みを実施します。 

• 就業及び生活のリズムの継続性と自主性を
重視した支援を行います。 

• 「職業評価」や「企業内実習」は、地域の施設
利用者や個別相談の登録者も利用できます。 
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２-３ 実施支援体制 

• 管理者（常勤・事業主任）      １名 

• サービス管理責任者（常勤）  １名 

• 非常勤就労支援員        ２名 

• パート就労支援員        ３名 
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２-４  利用者定員及び対象者 

• ２０名定員 

 

• 身体障害者、知的障害者、精神障害者など
（訓練等給付費の支給決定を受けた方） 
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２-５  利用時間 

月曜日から金曜日の9:00～15:45 

 

  ・ 午前のプログラム 9:00～12:00 

  ・ 昼食 12:00～13:00 

  ・ 午後のプログラム 13:00～16:45 

               （自習時間を含む） 
 

（原則として土・日・祝日・年末年始を除いた時間帯です。） 
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２-６ 利用の相談 

• 地域の在宅の方 

  杉並区障害者雇用支援事業団で相談等を行い、利用の希
望がある場合に体験実習をします。その後、杉並区障害者
雇用支援事業団に登録します。福祉事務所等に相談し、訓
練等給付費の支給決定を受け利用の契約を行います。 

 

• 特別支援学校等の新卒業者の場合 

  学校による実習後、利用の希望がある場合は、杉並区障害
者雇用支援事業団に登録します。福祉事務所に相談し、訓
練等給付費の支給決定を受け利用の契約を行います。 
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２-７  
 利用者の個別支援計画作成と再評価 

• 入所前の体験実習で最初の職業評価を実施 

• 入所後に１箇月間の基礎訓練で職業評価 

• コースの意思決定と確認をし、個別支援計画
作成と本人等への説明と確認を行います。 

• その後は、実際の訓練での職業評価、企業
実習での職業評価を実施します。また、評価
ごとに個別支援計画の再評価と必要に応じ
ての面談を行います。  
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２-８  保険 

  利用者が通所の途中や活動中に被っ

た事故の補償及び利用者が他人を傷つ
けたり、財物を破損した場合に生じる賠
償責任の補償を内容とする保険に加入
します。  
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３ 具体的な支援内容について 

たとえば、利用者が働くうえで心配なことは・・・ 

・就職活動や日常生活で、体調が安定せず、コ 
 ミュニケーションにも違和感があり困っている。 
・すぐに仕事に就けるが、すぐに辞めてしまい、 
 何度も繰り返す。 
・周りから「普通と違う」と言われ続けて、どうし 
 たらいいかわからない。 

そんな時・・・ 

ワークサポート杉並がご相談に応じます 



３-１ ２つの主な支援先 

障害者雇用を始める企業の支援 
障害者雇用をしている企業の支援 

働きたいと考えているご利用者の支援 
働いているご利用者の支援 

障害のある方の就労支援 

企業の雇用支援 



３-２ 支援の内容（障害のある方の就労支援） 

・職業相談・・・・・・・仕事全般についての相談 
            （障害特性の受容・障害者手帳・障害年金なども） 
 

・就職準備・・・・・・・ビジネスマナー、社会生活力の習得など 
            履歴書・職務経歴書のｱﾄﾞﾊﾞｲｽ、模擬面接 
            職業評価（①厚労省一般職業適性検査 
                   ②作業評価）  
                   ※ご本人が強みと弱みを知り 
                     就職活動に活かします 
            訓練事業（就労移行支援事業所「杉並区 
                       障害者雇用支援センター」に通所） 

                  
・求職活動・・・・・・・求人検索同行、企業面接同行など 



・職場実習・・・・・・・通勤練習、仕事の進め方の助言など 
 
・職場定着・・・・・・・安定した仕事の継続のための支援 
            （定期的な職場訪問など） 
 
・離職・・・・・・・・・・・職場との調整、離職後の生活相談など 

３-３ 支援の内容（つづき） 



・雇用相談・・・・・・・障害者雇用全般の相談 
 
・職域の相談・・・・・障害のある方の特性に応じた仕事の 
             切り出しなどの相談 
 
・求人～採用・・・・・面接や職場実習に同行 
            求職者について知ってもらう          
 
・職場定着支援・・・安定した仕事の継続のための支援 
            （定期的な職場訪問など） 

３-４ 支援の内容（企業の雇用支援） 



ジョブコーチ支援 

３-５ 安心した就労のために（採用前） 

・求職者（障害のある方）の特性を分かりやすく説明します。 

・職場実習のお願いをしています。 

本人 
仕事を実際に体験 

企業 
仕事ぶりを確認 

より良い
マッチング 

・仕事の切り出し、１日の作業の組立てを提案します。 



・職場訪問 
  仕事の取り組み方の助言 
  職場担当者との面談など 
・個人面談 
  就業時間外での面談 
  電話相談など 

＜職場定着支援＞ 
安定して働き続けることができるよう、 
支援します。 

３-６ 安定した就労継続のために（採用後） 

ジョブコーチ支援 



採用後の支援（生活支援） 

＜生活支援＞ 
生活面でも、仕事に安定して取り組めるよう 
支援します。 

・生活相談（福祉サービスの利用、住まいのことなど） 
  行政や福祉機関との連携 
  余暇支援（食事会、就職者の集まりなど） 
 
・体調、健康管理の相談 
  医療機関や保健福祉施設との連携 
  通院同行など 

３-７ 安定した就労継続のために（採用後） 



〇 面談からスタートし、利用登録 
〇 訓練事業（雇用支援ｾﾝﾀｰ）に通所   

〇 あとから障害者手帳を取得（ケースによります） 

〇 就労を目指し、週に数日から、ｾﾝﾀｰで 
   ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ、SST（ｿｰｼｬﾙｽｷﾙﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ） 
  等を学習し、徐々に通所日数を延ばす 

３-８ 具体的な支援プラン① 

体調や体力に不安があり、ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝに
も違和感があって・・・ 



〇 面談からスタート   
〇 利用登録をして、支援がスタート 
〇 職業評価を受けて、自分の強みと弱み   
   を知り、就職活動に活かす 
● 自分の特性に合った仕事に就き、短時 
   間勤務から始めて、徐々に勤務時間・ 
      日数を延ばす 

３-９ 具体的な支援プラン② 

離退職を繰り返してしまう・・・ 



〇 面談からスタート   
〇 相談支援事業所や区などにも相談 
〇 自分の障害特性を医療機関に相談 
〇 自分の障害特性をよく知ったうえで、 
   あらためて就労の面談を再開 
〇 就労するためのプランを一緒に考える 

３-１０ 具体的な支援プラン③ 

周りから「普通と違う」と言われ・・・ 



・平成２２年４月～ 障害者雇用納付金制度が適用される 
            対象範囲を、常用労働者２００人を超 
            える中小企業に拡大。 
            法定雇用率にカウントされる雇用障害 
            者に短時間（週20時間以上30時間未満） 

             労働者を追加。 
 
・平成２５年４月～ 障害者の法定雇用率を引上げ（民間 
            企業においては1.8％から2.0％に） 
              

・平成２７年４月～ 障害者雇用納付金制度が適用される 
            対象範囲を、常用労働者１００人を超 
            える中小企業に拡大予定。 

４ 障害者雇用に関する主な法改正について 



○ 作業所等における新たな就労希望者の掘り起し 
○ 就労支援に関わる支援者のスキルアップ 
○ 作業所等で分担可能な職場定着支援の範囲 
○ 中途障害者（精神障害・高次脳機能障害・難病患者 
           など）の就労相談 
○ 障害特性の受容がまだ十分に出来ていない当事者・ 
   家族への対応 
○ 高齢の知的障害者などの退職後の支援 
○ 高齢の身体障害者・精神障害者等の就労機会の提供 
○ 発達障害者・難病患者などの就労機会の提供 
○ 区内及び近隣での職場実習、就労機会の開拓 

５ 雇用支援ﾈｯﾄﾜｰｸ会議等における就労支援上の課題など 



職業センター 

ハローワーク 

区市町村就労支援センター 
(杉並区障害者雇用支援事業団) 
 就業・生活支援センター 

障害者職業能力開発校 

相談支援事業所 

本人 

家族 

特別支援学校 

就労移行支援事業所 
(杉並区障害者雇用支援ｾﾝﾀｰ) 
 就労継続支援事業所 

企業 

６ 地域の就労支援機関等の連携イメージ 



お問い合わせ先 
  

＜ワークサポート杉並＞ 
公益財団法人 杉並区障害者雇用支援事業団    
          杉並区障害者雇用支援センター 
 
〒１６８－００７２ 杉並区高井戸東４－１０－２６ 
           電話 ５３４６－３２５０ 
           ＦＡＸ ５３４６－３２５３      
 

ご清聴ありがとうございました 



資料５－２ 

平成
へいせい

26年
ねん

8月
がつ

28日
にち

 

                          ワークサポート杉並
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Ⅰ はじめに

当事業団（ワークサポート杉並）は公益法人制度改革に伴い、都知事の公益認定を受け

て、平成 25年 4月 1日公益財団法人に移行し、定款に基づき下記に掲げる 5事業項目を
実施した。

主な事業の内容としては、障害者就労支援センター事業を区から受託し、就労支援と就

労に伴う生活面の支援を一体的に提供する取り組みを進めた。また、障害者総合支援法に

基づく就労移行支援事業を実施する中で、利用者の職業準備性や就労意欲の向上など一般

就労を支援するサービス提供の充実に取り組んだ。

一方、事業団の新たな中期計画となる「障害者就労支援事業推進プラン（平成 26～30
年度）」を策定して、事業団における今後の事業展開の方向と具体的な取り組みを明らかに

した。

以上の取り組みを進めることで、障害者の就職・雇用の促進と、就職した障害者が安定

した職業生活を送るための就労及び生活支援の充実を図るとともに、都、区、近隣の就労

支援機関、地域の福祉施設や区内福祉関係機関、保健・医療・教育の機関等と連携し、区

内外企業等の理解と協力を得たことにより、年間の就職者数が過去最高となったほか、各

事業でおおむね当初計画どおりの事業実績を挙げることができた。

1 障害者に対する就労支援及びこれに伴う日常生活又は社会生活上の支援
2 事業主に対する雇用管理に関する事項についての相談助言等の支援
3 障害者就労に関する情報の収集提供及び普及啓発
4 地域における人材育成等、障害者就労支援の体制基盤づくりに関する支援
5 障害者総合支援法に基づく障害福祉サービス事業（就労移行支援事業）

＜参考資料＞杉並区障害者雇用支援事業団平成 25年度事業報告より＜抜粋＞

資料５－４



- 2 -

Ⅱ 事業実績

１ 障害者に対する就労支援及びこれに伴う日常生活又は社会生活上の支援

（第１号事業）

（１）就労相談

区市町村障害者就労支援事業の実施に伴い、就労支援コーディネーター及び生活支

援コーディネーターを配置し、就労移行支援事業との連携を図りながら就労相談業務

の強化を図った。また、就職を希望する者及び現に就労している者に対し、就労に関

する情報の提供を進め、日常生活面を含めた職業生活を送るための幅広い相談業務を

実施した。

８，３７９件 内訳 電話等相談 ３，３６３件

来所相談 １，５７８件

訪問等 ３，４３８件

（２）職業評価

東京都障害者職業センターのバックアップを受け、身近な地域で短期間の職業評価

を受けたいという地域のニーズに応え、身近な地域で職業評価が受けられる機会をつ

くることを目的に、区委託による職業評価事業を実施した。

この事業により、区内の就労を希望する障害者が、職業評価を利用しやすくなると

ともに、障害者を支援する職員が職業能力・適性、就労面での課題等を評価・把握す

る職業評価を身近なサービスとしてとらえてもらえるようになり、個人の状況に応じ

た支援計画の策定及び就労に向けた支援を地域で円滑に実施できる環境整備につなが

った。また、東京都心身障害者福祉センターにも職業評価を依頼した。

区委託の職業評価実施人数 ２２人

心身障害者福祉センターによる職業評価実施人数 ６人

（３）登録制による就労・生活支援

在宅や福祉施設に在籍する就労希望の障害者、就業していて定着支援あるいは転職

を希望する障害者などを広く対象に、企業開拓で確保した企業体験実習や企業内実習

を活用した就労支援、区役所実習や委託訓練等の諸制度を活用した就労支援、個別相

談の手法による就職支援、就労移行支援事業を活用した就労支援などの就労面の支援

と福祉事務所、保健センター、相談支援事業所等との連携による生活面の支援を一体

的に行った。

また、就職後の不安や悩みの解消、ビジネスマナーの再学習、働く障害者の余暇の

充実を目的とした余暇支援事業として、就労継続中の知的障害者を対象とした月２回

（原則として第２・４金曜日オフタイム）の「たまり場」事業及びスポーツをテーマ
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にした「交流会」を日曜日に１回実施した。

さらに、今年度は精神・発達障害者を対象とした「茶話会」をモデル事業として実

施した。

当該年度の新規登録者 ８２人

年度末の累積登録者 ７０３人

就職者数 ７８人

(就労移行支援事業利用者１０人を含む)
定着支援対象者 ３３４人

定着支援訪問件数 ５，７１１件

余暇支援事業 たまり場（知的障害者向け） ５２７人（２３回開催）

交流会（ 〃 ） ２５人 （１回開催）

茶話会（精神・発達障害者向け） ４人 （１回開催）

（４）就労の場の開拓

① 障害者のための就職準備フェアの開催

主 催：新宿区勤労者・仕事支援センター、中野区障害者福祉事業団

杉並区障害者雇用支援事業団、新宿公共職業安定所

東京障害者職業センター

後 援：新宿区、中野区、杉並区

内 容

○就職準備セミナー及び事前オリエンテーション（平成２５年１１月１１日）

仕事の内容をイメージするのが困難な知的障害者及び精神障害者等に対して、

企業担当者による企業説明会を実施し、障害者雇用で行う具体的な業務内容、

企業実習内容、職場環境等の情報提供をすることで、本人及びその家族・施設

支援者等に向けた障害者雇用の理解を深めることができた。

また、東京障害者職業センターの職業カウンセラーによる「就職に向けての

心構え」（講話）を障害者別に行い、就職を目指すポイントや準備すべき内容を

本人及びその家族並びにその支援者が学ぶ機会となった。

参加者数 １２７人

○職場実習相談会（平成２５年１２月９日）

企業での職場実習をめざす障害者と人事担当者とが職場実習に向けての面

接・相談を実施した。

参加企業数 ５社

参加障害者数 １１人（うち杉並区 ５人）

延べ面接件数 １７件（うち杉並区 ６件）
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延べ職場実習数 ５件（うち杉並区 ２件）

② 実習・雇用の場の確保

就労支援コーディネーター及び地域開拓促進コーディネーター等を配置し、求人

票や就職面接会、就労支援機関からの情報を基に、企業を訪問し職場開拓を行った。

また、週 1回の職員ミーティング等を活用して職場開拓の情報を職員全員に周知し、
職場の開拓と企業実習の場の確保に事業団職員全員が取り組んだ。

企業数 区内 ２８社

区外 ８４社

訪問件数 延べ ９３１件

（５）職場体験機会の提供

区内の福祉施設利用者や地域の在宅者等で就職を希望する障害者が、仕事への自信

を持ち、就職への意欲を高められるように、企業開拓で確保した企業や区役所等での

職場体験実習を実施した。

また、区内福祉施設・特別支援学校等から実習生を受け入れ、事業団で実施してい

る就労移行支援事業での実習を通して職業能力・適性の把握、職業意識・就労意欲の

向上を図った。

◇ 地域にある職場体験実習

実 習 場 所 実 習 内 容 実習の時期 実習者の数

区役所実習

印刷物、シール貼り、ハンコ

押し、リーフレットの仕分け

等の軽作業及びその配付等

7月～2月
(各 9日間） ８人

中央図書館
返却された本を保管庫の書架

へ戻す等の軽作業及び清掃

10月～3月
(各 9日間） ５人

杉並区社会福祉協議会
タックシール貼り、会報発送

業務等の軽作業

5月～3月
の奇数月

(各 5日間)
６人

阿佐谷図書館 本棚の清掃、軽作業
5、6、10月
(各 4日間) ３人

ケーブルテレビ企業
ちらしや封筒の抜き・揃え等

の軽作業

6月、9月
(各 10日間） ２人

社員食堂運営企業 食器洗浄
5月
（10日間） １人

社員食堂運営企業 事務補助
6月
（5日間） １人
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監査法人 事務補助、軽作業
7月
（2日間） １人

ＩＴ企業 事務補助
11月
（5日間） １人

衣服小売企業 商品整理、品出し
11月
（5日間) １人

自転車小売企業 店舗清掃、軽作業
1月、2月
(各 10日間） ２人

社員食堂運営企業 食器洗浄、清掃
2月
（4日間） １人

図書館運営受託企業 書籍の整理
3月
（5日間） １人

◇ 特別支援学校生徒等の実習・体験学習の受入

学 校 学 年 実習の時期 実習者数

大宮中学校 ３年生 9月 24日～27日 ２人

阿佐ヶ谷中学校 ３年生 11月 18日～22日 １人

中野特別支援学校

(高等部) ３年生
12月 9日～13日（1人）
12月 16日～20日（1人） ２人

２ 事業主に対する雇用管理に関する事項についての相談助言等の支援

（第 2号事業）

（１）情報の提供

① 情報提供

ハローワーク新宿主催の「障害者雇用推進事務説明会」、「障害者雇用促進セミナ

ー」や、新規の企業開拓及び企業実習の開拓、地域の商店街行事への参加、障害者

雇用を実施している職場訪問等の際に、事業団のパンフレット等を持参し、障害の

理解と障害者雇用等の理解を得るための資料として活用した。

② 個別相談

区市町村障害者就労支援事業の実施に伴い、就労支援コーディネーター及び地域

開拓促進コーディネーターを配置し、就労移行支援事業との連携を図りながら、障

害者を雇用している、又は雇用する意向のある事業主に対し、障害者の雇用・職場

定着に関する助言、仕事の切り出し、雇用職場の環境整備、その他の助言・援助を

実施した。
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相談件数 ２，１５９件

（２）企業向けセミナーの開催

主に区内の事業主、近隣の事業主等に対し、障害者を雇用するにあたっての関連事

項についてのセミナーを開催し、障害者雇用の理解を深めることにより、障害者雇用

の促進と就業障害者の職場定着を図った。

○ 企業向けセミナー

実施日 平成２５年９月６日 (金)
対象者 企業の人事担当者及び地域の障害者施設等の関係職員

場 所 ワークサポート杉並 会議室

テーマ 精神・発達障害者の特性と対応について

講 師 日本メディメンタル研究所 所長

内 容

＜第１部＞

精神・発達障害者の特性について（講演）

＜第２部＞

相談事例と対応について（講演）

参加者 ２０人

３ 障害者就労に関する情報の収集提供及び普及啓発（第３号事業）

（１）情報の提供

以下の 4 項目の他、地域や一般企業向けにパンフレット類を発行し、職業リハビリ
テーションに関する情報の提供に努めた。

また、関係機関等で実施されるセミナーの講師として事業団職員を派遣し、障害者

雇用支援事業団事業の説明、都・区内の障害者雇用の現状と職業準備性の向上などの

雇用支援にかかる情報を提供した。

① ワークサポートだよりの発行

隔月発行とし、その時々のタイムリーな情報の提供に努めた。

・「ワークサポート杉並だより」・・事業団の活動状況等を紹介する広報紙

発行部数 １回 １，３５０部 ６回発行

② 事業団ホームページの運営

・障害者・企業担当者等に向けて、事業団の活動内容、活動状況を紹介した。

・就職相談会の紹介等、イベント等の情報提供に努めた。

・「みんながんばれ」コーナーと「会報（ワークサポート杉並だより）」アーカイ

ブスページを開設し、バックナンバーを見ることができるようにした。
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・事業団活動の情報開示の一環として、事業計画書・報告書・決算書を掲載した。

③ セミナーの開催

下表の内容でセミナーを開催し、障害者やその家族、作業所や相談事業所などの

関係職員、一般企業の社員等が障害者の就労について考える機会を提供し、障害者

の雇用に関する普及啓発を行った。また、事業団の活動内容を紹介した。

◆ 企業向け普及啓発セミナー

（企業向けセミナー(P.6)の内容を再掲）
実施日 平成２５年９月６日 (金)
対象者 企業の人事担当者及び地域の障害者施設等の関係職員

場 所 ワークサポート杉並 会議室

テーマ 精神・発達障害者の特性と対応について

講 師 日本メディメンタル研究所 所長

内 容

＜第１部＞

精神・発達障害者の特性について（講演）

＜第２部＞

相談事例と対応について（講演）

参加者 ２０人

◆ ワークサポートセミナー２０１３（区民向けセミナー）

実施日 平成２５年１０月３０日（水）

対象者 一般区民、障害者就労関係機関・作業所職員、障害者の家族

場 所 杉並区役所第４会議室

テーマ 企業が求める準備性と地域の役割について

講 師

＜第１部＞講演

ソランピュア株式会社 業務推進部マネージャー

＜第２部＞座談会

①東京学芸大学附属特別支援学校 進路担当

②（社福）同愛会あすなろ作業所 支援員

内 容

＜第１部＞

就職するとき、就労し続けているときに、企業が求める準備性

＜第２部＞

①学校教育と地域支援について

②職業準備性の向上に向けた地域支援について

参加者 １３人

◆ 地域の支援者向けセミナー

実施日 平成２６年３月２５日（金）

対象者 地域の障害者通所施設職員、相談支援事業所職員、関係職員

場 所 ワークサポート杉並 会議室
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テーマ 区委託事業就労支援アドバイザー事業の報告

講 師
①（社福）同愛会あすなろ作業所 支援員

②ソランピュア株式会社 業務推進部マネージャー

内 容
①あすなろ作業所での受注作業の工程分析から学んだこと（報告）

②作業の中で取り組む「就職に向けた支援」について（講話）

参加者 １１人

④ その他普及啓発

例年参加している「福祉会館まつり」、「杉並区障害者週間事業」のイベントの他

に、今年度から新たに地域の商店街の事業活動に参加し、事業団活動や障害者の雇

用促進について普及啓発を行った。

（２）就労情報の収集

月に 2回、公共職業安定所に出向き就職情報の検索及び収集を行ってきた。新宿公
共職業安定所、中野区障害者福祉事業団、新宿区勤労者・仕事支援センター、中野特

別支援学校等と情報交換を行い、就職と実習の受入を希望する企業情報を収集した。

また、他の就労支援機関と一緒に企業訪問を行うこともあり、より広域の情報を入

手することができた。新聞折りこみの求人ちらし、インターネットで検索できる一般

求人情報も参考にした。

さらに、広域の就労支援機関連絡会等に積極的に参加し、意見交換や情報の収集を

行った。

実施日 イベント名 会 場 内 容

7月 21日(日)
商店街事業

支援活動
（商店街実習）

荻窪教会通り

商店街
・夏まつり来場者の交通整理

10月 19日(土) 福祉会館
まつり

障害者福祉会館
・障害者団体･施設紹介パネルの展示

・模擬店出店による事業団のＰＲ

11月 26日(火)
～

12月 2日(月)

杉並区障害

者週間事業

区役所
・障害者団体･施設紹介パネルの展示

・障害者団体･施設紹介ビデオの上映

セシオン杉並 ・障害者自立生活者表彰

2月 2日(日)
商店街事業

支援活動
（商店街実習）

荻窪教会通り

商店街
・もちつき大会での軽作業

2月 16日(日)
商店街事業

支援活動
（商店街実習）

西荻東銀座会 ・会場設営の手伝い

3月 16日(日)
商店街事業

支援活動
（商店街実習）

西荻東銀座会 ・会場設営の手伝い
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（３）職域開拓及び研究

企業開拓と企業実習先開拓の業務の役割を明確化し、担当制による開拓作業を実施

したほか、職場訪問の情報を週 1回の職員ミーティングで報告し、開拓方法等を検討
した。

また、障害者雇用に先進的に取り組む企業から、障害者雇用に見識の高い人材を区

内作業所に派遣してもらう就労支援アドバイザー事業を実施し、作業所の支援員とと

もに障害者の就労環境・作業適性等の研究を行うことで、障害者の就労を促進するた

めの知識・実践方法の向上を図ることができた。

４ 地域における人材育成等、障害者就労支援の体制基盤づくりに関する支援

（第４号事業）

（１）区内福祉施設等における一般就労促進への支援

区内福祉施設等に在籍している障害者の企業等への一般就労を促進するため、ハ

ローワークと連絡をとりながら各施設等を定期的に訪問し、企業等への就労に向け

た支援を施設職員と連携して実施した。

施設訪問等 延べ ９６５件

（２）雇用支援ネットワークの活用

障害者の就職及び職場定着のための支援を地域で効果的に行うため、区内の作業

所、相談支援事業所、公共職業安定所、特別支援学校等に所属する職員で構成され

た実務担当者による雇用支援ネットワーク会議を月例で開催した。障害者雇用の情

報提供のほか、障害者の就職活動に必要な着眼点や技法を学ぶために企業見学・模

擬面接会・事例討議等を実施したことで、地域での就職活動の継続的な取り組みの

必要性の確認や作業・仕事・就職に関わる職業準備性のチェックリストの作成を行

うことができた。

また、雇用支援ネットワーク会議の全体会としての位置づけを併せ持った施設長

会に参加し、雇用支援ネットワークの取り組み成果を報告した。

■ 雇用支援ネットワーク会議実務担当者会（実務担当者会は１１回開催）

２５年度の実施目標 就労支援者のスキルアップになる取り組みを実施する。

回 数 実施月 内 容 参加人数

第１回 ４月
・平成 25年度実施計画と役割分担について

・近況報告
２４人
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第２回 ５月

・平成 25年度区役所実習等の説明

・平成 25 年度上半期実施計画の確認

・企業見学会について

・模擬面接会について

・すぎなみワークチャレンジ事業の進捗状況報告

３２人

６月１１日

模擬面接会①

模擬面接会開催

模擬面接会 （面接２組）

第３回 ６月

・模擬面接会の振り返りについて

・企業見学会について

・地域の障害者就労の課題について

・永福学園の見学状況報告

２５人

第４回 ７月

・㈱ﾜーﾙﾄ゙ﾋ゙ｼ゙ﾈｽｻﾎ゚ ﾄー（特例子会社）の障害者

雇用紹介

・企業見学会の実施について

２５人

８月６日

企業見学会
・㈱ﾜーﾙﾄ゙ﾋ゙ｼ゙ﾈｽｻﾎ゚ ﾄー見学 （対象：支援員） １８人

第５回 ９月
・企業見学会のまとめ

・上半期の振り返りと下半期の実施計画について
１７人

第６回 １０月
・あけぼの作業所の就労支援の事例検討

・模擬面接会の参加者募集等について
１８人

第７回 １１月
・チェックリストの活用の仕方について

・模擬面接会の参加者募集等について
１４人

１２月１０日

模擬面接会②

模擬面接会開催

模擬面接会 （面接２組）

第８回 １２月
・模擬面接会の振り返りについて

・チェックリストの活用について
１６人

第９回 １月

・就労移行支援事業所（区内外２ヶ所）の事業

説明会

・近況報告、連絡事項

１７人

第 10 回 ２月
・模擬面接会の振り返りと今後の活用について

・今年度の実務担当者会の振り返り
１６人

第 11 回 ３月
・来年度の実務担当者会の取り組みについて

・近況報告、連絡事項
１６人

■ 雇用支援ネットワーク会議全体会（１回開催）

１１月
平成 25年度 雇用支援ネットワーク会議実務担当者会
報告

（３）研修会への参加及び実施

① 指導員研修（高齢・障害・求職者雇用支援機構主催）
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職業リハビリテーションに係る情報の提供及び相談、ネットワークの技法、その

他障害の特性の理解とその援助の方法について専門的に学び、就労支援を効果的か

つ効率的に行うため職員が参加した。

参加職員 ５人

② 指導員研修（雇用支援事業団主催）

事業団・区内作業所等における就労支援機能強化を目的に、他の障害者就労支援

機関等や障害者雇用を進めている企業の取り組み事例などで学び、支援担当職員の

レベルアップを図った。

参加職員 延べ １０１人

③ 指導員研修（その他）

関係機関・団体の主催する研修に参加して、障害の特性や福祉・労働関係法制度

等に関する知識の修得を行った。

参加職員 延べ ７７人

④ 就労支援担当者研修交流会

前述の「雇用支援ネットワークの活用」などを通じて、地域で核となる就労支援

人材の育成を目的に、就労移行支援事業所等の施設職員が事例研究のほか、企業見

学、模擬面接、職業準備性に関わるチェックリスト作成などの実践的な体験交流を

通して、就労支援に必要な知識・技術の修得・向上を図った。

５ 障害者総合支援法に基づく障害福祉サービス事業（第５号事業）

就労移行支援事業の実施

① 利用対象者の把握

区内の福祉施設、福祉事務所、特別支援学校、保健センター、中部総合精神保健福

祉センター、杉並区主催の障害者通所施設入所調整会議等との情報交換を通じて、企

業等での一般就労の意向がある障害者で、職業準備性の訓練を必要とする就労移行支

援事業利用対象者の把握に努めた。

② 職業準備訓練の実施

一般就労希望の障害者が、就労に必要な知識・能力と働く意識の向上を図るため

の訓練を通じて就職し、安定した職業生活をおくることができるよう支援を実施し

た。
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障害者の特性と一般企業が求める障害者雇用での業務内容とをマッチングするた

めに必要な訓練プログラムを開発し、障害者雇用で求めるビジネスマナー研修、コ

ミュニケーショントレーニング、パソコン訓練、区内企業・事業所での清掃訓練な

どのプログラムを導入することで、職業準備訓練をより多様で実践的な内容で実施

し、利用者の就労意欲を高めるサービス提供の充実に取り組んだ。

また、利用者の特性、就職に向けた能力の向上などの評価を３カ月ごとに行い、

利用者の適性を踏まえた企業開拓に力を注いだ。

利用対象者（定員） ２０人

就職者数 合計 １０人

障害別内訳 知的障害 ４人

精神障害 ６人（うち発達障害と重複１人）

Ⅲ 事業報告の附属明細書

平成 25年度事業報告には、「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施
行規則」第 34 条第３項に規定する附属明細書「事業報告の内容を補足する重
要な事項」がないので作成しない。
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【参考資料】

１ 平成２５年度就労移行支援事業利用者状況（Ｐ．１１） （平成 26年 3月末）

① 月別利用登録者数 （単位：人）

男 女 合計

４月 １１ ４ １５

５月 ９ ３ １２

６月 １０ ３ １３

７月 １０ ４ １４

８月 １１ ５ １６

９月 １１ ４ １５

１０月 １１ ４ １５

１１月 １２ ５ １７

１２月 １１ ５ １６

１月 １１ ４ １５

２月 ８ ５ １３

３月 ８ ５ １３

※各月の中途対象者を含む

② 25年度に利用登録のあった利用者の性別、年齢別状況（単位：人）
10代 20代 30代 40代 50代 60代 全体 合計

男 ８ ４ ４ １６
２５

女 １ ３ ２ ３ ９

③ 25年度に利用登録のあった利用者の障害別状況（単位：人）

身体障害 知的障害※ 精神障害※ その他・手帳なし 合計

１０ １９ ２９

※うち発達障害３人、知的・精神重複１人を含む。

２ 登録制による就労・生活支援の平成25 年度登録者状況（Ｐ．３）

① 性別、年齢別新規登録者数 （単位：人）

10 代 20代 30 代 40代 50 代 60代 全体 合計

男 １１ １２ ６ ８ ５ ２ ４４
８２

女 ５ １１ １０ ９ ２ １ ３８
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② 登録者等の状況 （単位：人）

15歳

～

17歳

18歳

～

20歳

21歳

～

29歳

30歳

～

39歳

40歳

～

49歳

50歳

～

59歳

60歳

以上
不明
障害種別

合計

身
体
障
害
者

視覚障害 1 1 1 2 3 8

聴覚障害 3 2 1 6

平衡機能障害 1 1

音声・言語・咀嚼

機能障害
1 2 3

肢体不自由

（1～3級）
9 6 6 6 6 33

肢体不自由

（4～7級）
2 3 4 1 5 1 16

内部障害※1 1 2 1 3 5 3 15

延べ人数 0 1 18 11 17 17 17 1 82

実人数※2 0 1 17 11 17 16 17 1 80

知
的
障
害
者

愛の手帳 １度 0

２度 1 1

３度 8 22 16 7 1 1 55

４度 35 93 49 40 20 2 2 241

実人数 0 43 116 65 47 21 3 2 297

精
神
障
害
者

障害者手帳１級 1 4 1 6

２級 16 51 50 14 2 1 134

３級 3 32 61 65 20 5 1 187

実人数 0 3 48 113 119 35 7 2 327

手
帳
な
し

精神障害
(うつ病・統合失調症など)

1 4 2 3 1 11

発達障害 6 2 8

てんかん 1 1 2

高次脳機能障害 0

難病患者 1 1

その他 0

延べ人数 0 0 7 7 3 4 1 0 22

実人数 0 0 5 6 3 4 1 0 19

年齢別延べ人数 0 47 189 196 186 77 28 5

年齢別実人数※2 0 46 178 189 182 75 28 5 703

※1 内部障害：心臓・腎臓・呼吸器・膀胱・直腸・小腸機能障害

※2 年齢別実人数：各障害別の実人数の合計ではなく、障害の重複を除いた実人数
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３ 平成 25年度就職者実績の状況（Ｐ．３）
① 就職者の障害別、雇用時間別状況 （単位：人）

一般
（週３０時間以上）

短時間
（週２０～２９時間）

短時間
（週２０時間未満）

合計

身

体

障

害

者

視覚障害 1 1

聴覚障害 0

平衡機能障害 0

音声・言語・咀嚼機

能障害
0

肢体不自由(1～3 級) 2 1 3

肢体不自由(4～7 級) 1 1

内部障害 2 2

延べ人数 3 3 1 7

実人数 3 2 1 6

知

的

障

害

者

愛の手帳 １度 0

２度 0

３度 4 1 5

４度 14 2 16

実人数 18 3 0 21

精

神

障

害

者
※1

障害者手帳 １級 1 1

２級 7 9 5 21

３級 18 11 2 31

実人数 25 21 7 53

手

帳

な

し

（難病） 1 1

雇用時間別延べ人数 45 28 8

雇用時間別実人数※2 45 26 7 78

※1 うち発達障害７人、高次脳機能障害３人を含む
※2 雇用時間別実人数：各障害別の実人数の合計ではなく、障害の重複を除いた実人数
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② 25年度就職者の就職先の業種別内訳（単位：人）
業 種 人 数

建設業 １

製造業 １

情報通信業 ７

運輸業 １

卸売・小売業 １３

金融・保険業 ３

不動産業 ２

飲食店・宿泊業 ５

医療・福祉 ２

教育・学習支援 ４

その他サービス業 ３９

合 計 ７８

③ 就職者の就職先の企業規模別内訳（単位：人）

企業規模 人数

大企業 ５６

中小企業※ ２２

合 計 ７８

４ 団体会員 １５団体

１ 杉並区視覚障害者福祉協会 ９ 社会福祉法人同愛会あすなろ作業所

２ すぎなみ若竹会 １０ 社会福祉法人済美会ひまわり作業所

３ 特定非営利活動法人 杉並いずみ １１ 杉並・あしたの会福祉作業所

４ 社会福祉法人杉並希望の家 １２ 財団法人障害者職能訓練センター

５ 社会福祉法人済美会済美職業実習所 １３ 身体障害者授産施設チャレンジ

６ 杉並区障害者団体連合会 １４ 社会福祉法人いたるセンターあけぼの作業所

７ 杉並区身体障害者協会 １５ 杉並障害者自立生活支援センター すだち

８ 杉並区聴覚障害者協会

５ 賛助会員 ６件

※中小企業とは、従業者３００人以下の事業者



  

サービス
さ ー び す

等
とう

利用
り よ う

計画
けいかく

作成
さくせい

の進捗
しんちょく

状 況
じょうきょう

等
とう

について 

 

１．サービス
さ ー び す

等
とう

利用
り よ う

計画
けいかく

の作成
さくせい

状 況
じょうきょう

等
とう

について 

  平成
へいせい

26
２６

年
ねん

５月
５ が つ

末
まつ

現在
げんざい

の計画
けいかく

作成
さくせい

件数
けんすう

：996
９９６

件
けん

（全体
ぜんたい

の約
やく

４割
４ わ り

） 

  （内訳
うちわけ

：身障
しんしょう

217
２１７

件
けん

、知障
ちしょう

392
３９２

件
けん

、精神
せいしん

386
３８６

件
けん

、難病
なんびょう

1
１

件）※障害児
しょうがいじ

34
３４

件
けん

 

  平成
へいせい

26
２６

年
ねん

５月
５ が つ

末
まつ

現在
げんざい

の特定
とくてい

相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

指定
し て い

状 況
じょうきょう

：22
２２

カ所
か し ょ

 

           参考
さんこう

：平成
へいせい

26
２６

年
ねん

３月
３ が つ

現在
げんざい

の作成
さくせい

件数
けんすう

：875
８７５

名
めい

 

              平成
へいせい

26
２６

年
ねん

３月
３ が つ

現在
げんざい

の事業所
じぎょうしょ

指定
し て い

状 況
じょうきょう

：21
２１

カ所
か し ょ

 

 

 

２．サービス
さ ー び す

等
とう

利用
り よ う

計画
けいかく

の作成
さくせい

拡大
かくだい

に向けた
む け た

今年度
こんねんど

の取組
とりくみ

について 

（１）障害者
しょうがいしゃ

相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

サポート
さ ぽ ー と

事業
じぎょう

の実施
じ っ し

 

   特定
とくてい

相談
そうだん

支援事
し え ん じ

業者
ぎょうしゃ

９事業所
じぎょうしょ

に対し
た い し

、サービス
さ ー び す

等
とう

利用
り よ う

計画
けいかく

作成
さくせい

について

の補助
ほ じ ょ

業務
ぎょうむ

を担う
に な う

職員
しょくいん

の人件費
じんけんひ

の一部
い ち ぶ

を補助
ほ じ ょ

する。（6
６

事業所
じぎょうしょ

契約済み
け い や く ず み

） 

 

（２）区内
く な い

の指定
し て い

特定
とくてい

相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

職員向け
しょくいんむけ

の区
く

独自
ど く じ

の研修
けんしゅう

 

第 1 回
だい１かい

を26
２６

.6
６

.16
１６

に実施
じ っ し

した。（「相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

より計画
けいかく

作成
さくせい

事例
じ れ い

報告
ほうこく

」等
とう

）

第 2回
だい２かい

：9
９

.12
１２

テーマ
て ー ま

「サービス
さ ー び す

等
とう

利用
り よ う

計画
けいかく

と個別
こ べ つ

支援
し え ん

計画
けいかく

」（予定
よ て い

） 

※
こめ

今後
こ ん ご

の研修
けんしゅう

予定
よ て い

 

第 3 回
だい３かい

：11
１１

月
がつ

・「介護
か い ご

保険
ほ け ん

と障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス
さ ー び す

についての併給者
へいきゅうしゃ

について」 

第 4回
だい４かい

：1
１

月
がつ

・「知的
ち て き

障害者者
しょうがいしゃしゃ

のサービス
さ ー び す

等
とう

利用
り よ う

計画
けいかく

等
とう

について」 

第 5回
だい５かい

：3
３

月
がつ

・「すまいるとの役割
やくわり

分担
ぶんたん

について」実施
じ っ し

予定
よ て い

 

     

（３）区内
く な い

指定
し て い

特定
とくてい

相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

との意見
い け ん

交換会
こうかんかい

の実施
じ っ し

（10
１０

月
がつ

実施
じ っ し

予定
よ て い

） 

別冊
べっさつ

資料
しりょう

 杉並区
すぎなみく

地域
ち い き

自立
じ り つ

支援協
しえんきょう

議会
ぎ か い

 

平成
へいせい

26
２６

年
ねん

8
８

月
がつ

28
２８

日
にち

 

別冊
べっさつ

資料
しりょう

１ 

 



  

区内
く な い

の指定
し て い

特定
とくてい

相談
そうだん

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

に現在
げんざい

の計画
けいかく

作成
さくせい

対象者
たいしょうしゃ

の数
かず

、障害
しょうがい

種別
しゅべつ

等
とう

についての情報
じょうほう

提供
ていきょう

を行い
おこない

、今後
こ ん ご

の課題
か だ い

等
とう

について幅広い
はばひろい

意見
い け ん

交換
こうかん

を

行う
おこなう

。 

 

（４）特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

、障害者
しょうがいしゃ

施設
し せ つ

等
とう

からの呼び掛け
よ び か け

に応じ
お う じ

利用者
りようしゃ

・家族
か ぞ く

への  

説明会
せつめいかい

を随時
ず い じ

実施
じ っ し

。 

 

 

３．26・27年度
ね ん ど

の計画
けいかく

作成
さくせい

シミュレーション
し み ゅ れ ー し ょ ん

の実施
じ っ し

 

26
２６

年度
ね ん ど

内計画
ないけいかく

作成
さくせい

予定者
よていしゃ

のほか、今年度内
こんねんどない

に支給
しきゅう

更新
こうしん

のみを行い
おこない

、27
２７

年度
ね ん ど

４月
４ が つ

以降
い こ う

の更新
こうしん

時
じ

に計画
けいかく

を作成
さくせい

する予定者
よていしゃ

の見込み
み こ み

を立て
た て

、月
つき

ごとの

シミュレーション
し み ゅ れ ー し ょ ん

を作成
さくせい

予定
よ て い

。 



 
  

 

杉並区
すぎなみく

地域
ち い き

自立
じ り つ

支援協
しえんきょう

議会
ぎ か い

 

平成
へいせい

26
２６

年
ねん

8
８

月
がつ

28
２８

日
にち

 

別冊
べっさつ

資料
しりょう

２ 

 

杉並区
すぎなみく

の障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

防止
ぼ う し

に関する
か ん す る

取り組み
と り く み

状 況
じょうきょう

について 

 

 障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

防止
ぼ う し

に関する
か ん す る

区
く

の取り組み
と り く み

については下記
か き

の通り
と お り

。 

 

１ 通報
つうほう

・相談
そうだん

件数
けんすう

と対応
たいおう

 

  

通報
つうほう

・

相談
そうだん

件数
けんすう

 

事実
じ じ つ

確認
かくにん

調査数
ちょうさすう

 

（ ）は虐待
ぎゃくたい

確認数
かくにんすう

 

事実
じ じ つ

確認
かくにん

調査後
ち ょ う さ ご

の対応
たいおう

 

緊急
きんきゅう

分離
ぶ ん り

 経過
け い か

観察
かんさつ

 引き継ぎ
ひ き つ ぎ

 
新た
あ ら た

なサー

ビス導入
どうにゅう

 
終結
しゅうけつ

 その他
そ の ほ か

 

平成 24 年度 ３２ 
２１ 

（９） 
０ 

７ 

（５） 

６ 

（１） 

４ 

（４） 
０ 

４ 

（０） 

平成 25 年度 ２２ 
１０ 

（３） 
0 

２ 

（１） 

４ 

（１） 

１ 

（０） 

１ 

（１） 

２ 

（０） 

平成 26 年度 １５ 
２ 

（１） 
0 

２ 

（１） 
０ ０ ０ ０ 

 

※24
２４

年度
ね ん ど

は法
ほう

施行
せ こ う

24
２４

年
ねん

10
１０

月
がつ

1
１

日
にち

～25
２５

年
ねん

3
３

月
がつ

31
３１

日
にち

 / 26
２６

年度
ね ん ど

は7
７

月
がつ

31
３１

日
にち

現在
げんざい

のデータ
で ー た

 

 

２ 虐待
ぎゃくたい

の種類
しゅるい

・種別
しゅべつ

（虐待
ぎゃくたい

が疑われる
う た が わ れ る

段階
だんかい

や事実
じ じ つ

確認
かくにん

ができない場合
ば あ い

も含んで
ふ く ん で

いる。） 

  虐待
ぎゃくたい

の種類
しゅるい

 虐待
ぎゃくたい

の種別
しゅべつ

 

  身体的
しんたいてき

 性的
せいてき

 心理的
し ん り て き

 放任
ほうにん

・放棄
ほ う き

 経済的
けいざいてき

 養護者
よ う ご し ゃ

 
障害者
しょうがいしゃ

福祉
ふ く し

従事者
じゅうじしゃ

等
と う

 
使用者
し よ う し ゃ

 その他
そ の ほ か

 

平成 24 年度 １７ ２ １６ ５ ６ １８ ７ １ ６ 

平成 25 年度 ７ １ １５ ３ ２ １０ ５ ３ ４ 

平成 26 年度 ３ ０ ８ ２ ２ ８ ２ ０ ５ 

 

３ 障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

ケース
け ー す

検討会
けんとうかい

について 

   月
つき

に1
１

回
かい

、関係
かんけい

機関
き か ん

（すまいる、福祉
ふ く し

事務所
じ む し ょ

、ヘルパー
へ る ぱ ー

事業所
じぎょうしょ

等
とう

）の職員
しょくいん

とともに事例
じ れ い



 
  

 

検討会
けんとうかい

を実施
じ っ し

している。 

隔月
かくげつ

で精神科医
せ い し ん か い

・弁護士
べ ん ご し

のスーパーバイザー
す ー ぱ ー ば い ざ ー

を依頼
い ら い

し、虐待
ぎゃくたい

が疑われる
う た が わ れ る

等
など

ケース
け ー す

に

ついての状 況
じょうきょう

や事案
じ あ ん

を分析
ぶんせき

し、その対応
たいおう

等
とう

について専門的な助言
じょげん

を受けて
う け て

いる。 

 

４ 普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

について 

（１） 障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

防止
ぼ う し

のパンフレット
ぱ ん ふ れ っ と

やグッズ
ぐ っ ず

等
とう

（参考
さんこう

：25
２５

年度
ね ん ど

はクリアファイル
く り あ ふ ぁ い る

約
やく

2500
２５００

部
ぶ

）

を関係
かんけい

機関
き か ん

窓口
まどぐち

、イベント
い べ ん と

等
とう

で配布
は い ふ

。 

（２） 障害者
しょうがいしゃ

の権利
け ん り

擁護
よ う ご

に関する
か ん す る

研修会
けんしゅうかい

・講演会
こうえんかい

等
とう

を区民
く み ん

や居宅
きょたく

介護
か い ご

・移動
い ど う

支援
し え ん

サービス事
さ ー び す じ

業者
ぎょうしゃ

、通所
つうしょ

施設
し せ つ

職員
しょくいん

を対象
たいしょう

に実施
じ っ し

予定
よ て い

。（11月
がつ

に区民
く み ん

・関係
かんけい

機関向け
き か ん む け

講演会
こうえんかい

開催
かいさい

予定
よ て い

） 

（３） 区
く

のホームページ
ほ ー む ぺ ー じ

等
とう

で障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

防止
ぼ う し

や通報
つうほう

等
とう

窓口
まどぐち

について周知
しゅうち

している。 



 

                                              

杉並区
す ぎ な み く

地域
ち い き

自立
じ り つ

支援協
しえんきょう

議会
ぎ か い

 

平成
へいせい

26
２ ６

年
ねん

8
８

月
がつ

28
２ ８

日
にち

 

別冊
べっさつ

資料
しりょう

３‐１ 

 

優先
ゆうせん

調達
ちょうたつ

推進法
すいしんほう

25
２５

年度
ね ん ど

実績
じっせき

及び
お よ び

26
２６

年度
ね ん ど

方針
ほうしん

について 

 

１ 平成
へいせい

25
２５

年度
ね ん ど

 杉並区
すぎなみく

の優先
ゆうせん

調達
ちょうたつ

実績
じっせき

（報告
ほうこく

）について 

   平成
へいせい

25
２５

年度
ね ん ど

「杉並区
すぎなみく

障害者
しょうがいしゃ

就労
しゅうろう

施設
し せ つ

等
とう

からの物品
ぶっぴん

調達
ちょうたつ

方針
ほうしん

」に基づく
も と づ く

調達
ちょうたつ

目標
もくひょう

「予算
よ さ ん

の適正
てきせい

な使用
し よ う

、契約
けいやく

における経済性
けいざいせい

、公平性
こうへいせい

及び
お よ び

競争性
きょうそうせい

に留意
りゅうい

しつつ、障害者
しょうがいしゃ

就労
しゅうろう

施設
し せ つ

等
とう

からの物品
ぶっぴん

等
とう

の調達
ちょうたつ

の推進
すいしん

に努める
つ と め る

。」

の達成
たっせい

状 況
じょうきょう

。  

  ＜調達
ちょうたつ

額
がく

＞ 

   平成
へいせい

24
２４

年度
ね ん ど

  57
５７

,287
２８７

,855
８５５

円
えん

 

   平成
へいせい

25
２５

年度
ね ん ど

  62
６２

,642
６４２

,406
４０６

円
えん

 （5
５

,354
３５４

,551
５５１

円
えん

 増
ぞう

） 

 ＜調達
ちょうたつ

実績数
じっせきすう

＞ 

   平成
へいせい

24
２４

年度
ね ん ど

  73
７３

件
けん

（26
２６

課
か

） （区内
く な い

46
４６

件
けん

 区外
く が い

27
２７

件
けん

） 

   平成
へいせい

25
２５

年度
ね ん ど

  94
９４

件
けん

（26
２６

課
か

） （区内
く な い

50
５０

件
けん

 区外
く が い

44
４４

件
けん

） 

  報告書
ほうこくしょ

を東京都
とうきょうと

に提出
ていしゅつ

するとともに、区
く

のホームページ
ほ ー む ぺ ー じ

に公表
こうひょう

する。 

 

２ 平成
へいせい

26
２６

年度
ね ん ど

の調達
ちょうたつ

方針
ほうしん

について 

   実績
じっせき

状 況
じょうきょう

が1
１

年
ねん

では把握
は あ く

できないため、目標
もくひょう

の設定
せってい

は平成
へいせい

25
２５

年度
ね ん ど

と

同様
どうよう

の内容
ないよう

とする。 

 



 

                                              

３ 平成
へいせい

26
２６

年度
ね ん ど

の推進
すいしん

に向けて
む け て

の取組み
と り く み

 

  平成
へいせい

25
２５

年度
ね ん ど

の各課
か く か

からの調達
ちょうたつ

状 況
じょうきょう

を踏まえ
ふ ま え

、以下
い か

の対応
たいおう

を行う
おこなう

。 

  ①平成
へいせい

25
２５

年度
ね ん ど

の調達
ちょうたつ

実績
じっせき

を踏まえ
ふ ま え

、障害者
しょうがいしゃ

生活
せいかつ

支援課
し え ん か

が積極的
せっきょくてき

に各課
か く か

と

施設間
しせつかん

の調整
ちょうせい

を行う
おこなう

。 

  ②平成
へいせい

25
２５

年度
ね ん ど

の調達
ちょうたつ

実績
じっせき

をもとに、拡大
かくだい

が見込まれる
み こ ま れ る

品目
ひんもく

（パン・クリー

ニング等
とう

）について担当課
たんとうか

に働きかけ
は た ら き か け

を行う
おこなう

。（７月
７ が つ

～１０月
１ ０ が つ

） 

 ③ 平成
へいせい

27
２７

年度
ね ん ど

の予算
よ さ ん

見積前
みつもりまえ

に全庁
ぜんちょう

に積極的
せっきょくてき

な推進
すいしん

に向けて
む け て

働きかける
は た ら き か け る

。

また、平成
へいせい

25
２５

年度
ね ん ど

の各課
か く か

の契約
けいやく

状 況
じょうきょう

を参考
さんこう

に、該当
がいとう

しそうな項目
こうもく

を契約
けいやく

している課
か

に対し
た い し

、個別
こ べ つ

に障害者
しょうがいしゃ

施設
し せ つ

への見積り
み つ も り

を依頼
い ら い

する。（８月
８ が つ

） 

④各障害者
かくしょうがいしゃ

施設
し せ つ

の受注
じゅちゅう

可能
か の う

情報
じょうほう

をきめ細かい
き め こ ま か い

内容
ないよう

で情報
じょうほう

提供
ていきょう

する。

（７月
７ が つ

） 
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26 杉並第 17916 号 

平成 26年 6月 25日 

平成
へいせい

２６年度
２ ６ ね ん ど

杉並区
すぎなみく

障害者
しょうがいしゃ

就労
しゅうろう

施設
し せ つ

等
とう

からの物品
ぶっぴん

等
とう

調達
ちょうたつ

方針
ほうしん

 

 

１ 目的
もくてき

 

  本方針
ほんほうしん

は、国
くに

等
とう

による障害者
しょうがいしゃ

就労
しゅうろう

施設
し せ つ

等
とう

からの物品
ぶっぴん

等
とう

の調達
ちょうたつ

の推進
すいしん

等
とう

に関する
か ん す る

法律
ほうりつ

（平成
へいせい

24
２４

年
ねん

法律
ほうりつ

第 50号
だい５０ごう

。以下
い か

「法
ほう

」という。）第９条
だい９じょう

の規定
き て い

に基づき
も と づ き

、障害者
しょうがいしゃ

就労
しゅうろう

施設
し せ つ

で就労
しゅうろう

する障害者
しょうがいしゃ

等
とう

の自立
じ り つ

の促進
そくしん

に資する
し す る

ため、区
く

が法
ほう

に規定
き て い

する

障害者
しょうがいしゃ

就労
しゅうろう

施設
し せ つ

等
とう

（以下
い か

「障害者
しょうがいしゃ

就労
しゅうろう

施設
し せ つ

等
とう

」という。）が供 給
きょうきゅう

する物品
ぶっぴん

及び
お よ び

役務
え き む

（以下
い か

「物品
ぶっぴん

等
とう

」という。）の調達
ちょうたつ

の推進
すいしん

を図る
は か る

ことを目的
もくてき

とする。 

 

２ 適用
てきよう

範囲
は ん い

 

本方針
ほんほうしん

は、杉並区
すぎなみく

契約
けいやく

事務
じ む

規則
き そ く

（昭和
しょうわ

39
３９

年
ねん

杉並区
すぎなみく

規則
き そ く

第 19 号
だい１９ごう

）第２条
だい２じょう

第１項
だい１こう

に規定
き て い

する課
か

（以下
い か

「各課
か く か

」という。）に適用
てきよう

する。 

 

３ 調達
ちょうたつ

の対象
たいしょう

となる施設
し せ つ

等
とう

 

   本方針
ほんほうしん

の調達
ちょうたつ

の対象
たいしょう

となる施設
し せ つ

等
とう

は、次
つぎ

に掲げる
か か げ る

障害者
しょうがいしゃ

就労
しゅうろう

施設
し せ つ

等
とう

とする。 

  （１）障害者
しょうがいしゃ

支援
し え ん

施設
し せ つ

 

  （２）地域
ち い き

活動
かつどう

支援
し え ん

センター
せ ん た ー

 

  （３）障害
しょうがい

福祉
ふ く し

サービス
さ ー び す

事業
じぎょう

を行う
おこなう

施設
し せ つ

（生活
せいかつ

介護
か い ご

、就労
しゅうろう

移行
い こ う

支援
し え ん

又
また

は就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
し え ん

を行う
おこなう

事業
じぎょう

に限る
か ぎ る

。） 



  （４）障害者
しょうがいしゃ

の地域
ち い き

における作業
さぎょう

活動
かつどう

の場
ば

として障害者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

第１８条
だい１８じょう

第３項
だい３こう

の

規定
き て い

により必要
ひつよう

な費用
ひ よ う

の助成
じょせい

を受けて
う け て

いる施設
し せ つ

（小規模
しょうきぼ

作業所
さぎょうしょ

） 

  （５）法
ほう

施行令
しこうれい

（平成
へいせい

25
２５

年
ねん

政令
せいれい

第 22号
だい２２ごう

）第１条
だい１じょう

第 1号
だい１ごう

に規定
き て い

する事業所
じぎょうしょ

（特例
とくれい

子会社
こがいしゃ

） 

  （６）法
ほう

施行令
しこうれい

（平成
へいせい

25
２５

年
ねん

政令
せいれい

第 22号
だい２２ごう

）第 1条
だい１じょう

第 2号
だい２ごう

に規定
き て い

する事業所
じぎょうしょ

（重度
じゅうど

障害者
しょうがいしゃ

多数
た す う

雇用
こ よ う

事業所
じぎょうしょ

） 

  （７）在宅
ざいたく

就 業
しゅうぎょう

障害者
しょうがいしゃ

 

  （８）在宅
ざいたく

就 業
しゅうぎょう

支援
し え ん

団体
だんたい

 

 

４ 調達
ちょうたつ

する物品
ぶっぴん

等
とう

 

区
く

が契約
けいやく

によって調達
ちょうたつ

する物品
ぶっぴん

等
とう

のうち、食品
しょくひん

、雑貨
ざ っ か

、清掃
せいそう

、印刷
いんさつ

、クリーニング
く り ー に ん ぐ

等
とう

、障害者
しょうがいしゃ

就労
しゅうろう

施設
し せ つ

等
とう

が受注
じゅちゅう

することが可能
か の う

なもの。 

   

５ 調達
ちょうたつ

の目標
もくひょう

 

予算
よ さ ん

の適正
てきせい

な使用
し よ う

、契約
けいやく

における経済性
けいざいせい

、公正性
こうせいせい

及び
お よ び

競争性
きょうそうせい

に留意
りゅうい

しつつ、

障害者
しょうがいしゃ

就労
しゅうろう

施設
し せ つ

等
とう

からの物品
ぶっぴん

等
とう

の調達
ちょうたつ

の推進
すいしん

に努める
つ と め る

。 

 

６ 調達
ちょうたつ

の推進
すいしん

方法
ほうほう

 

 （１）推進
すいしん

体制
たいせい

 

①障害者
しょうがいしゃ

就労
しゅうろう

施設
し せ つ

等
とう

からの物品
ぶっぴん

等
とう

の調達
ちょうたつ

は、各課
か く か

が行う
おこなう

。 

②「障害
しょうがい

者優先
しゃゆうせん

調達
ちょうたつ

推進
すいしん

庁内
ちょうない

連絡
れんらく

会議
か い ぎ

」を設置
せ っ ち

し、調達
ちょうたつ

の実施
じ っ し

状 況
じょうきょう

の進捗
しんちょく

管理
か ん り

等
とう

を行う
おこなう

。 

 （２）調達
ちょうたつ

を推進
すいしん

するための具体的
ぐたいてき

な取り組み
と り く み

 



①担当課
たんとうか

は、障害者
しょうがいしゃ

就労
しゅうろう

施設
し せ つ

等
とう

が供 給
きょうきゅう

可能
か の う

な物品
ぶっぴん

等
とう

についての情報
じょうほう

を収 集
しゅうしゅう

するとともに適切
てきせつ

に各課
か く か

に情報
じょうほう

提供
ていきょう

し、各課
か く か

が円滑
えんかつ

に調達
ちょうたつ

できる環境
かんきょう

を

整える
ととのえる

。 

②各課
か く か

は、物品
ぶっぴん

等
とう

の調達
ちょうたつ

に当たって
あ た っ て

は、障害者
しょうがいしゃ

就労
しゅうろう

施設
し せ つ

等
とう

に対し
た い し

発注
はっちゅう

内容
ないよう

に

ついて十分
じゅうぶん

に説明
せつめい

をするとともに、発注
はっちゅう

方法
ほうほう

や発 注 量
はっちゅうりょう

、履行
り こ う

期間
き か ん

を考慮
こうりょ

す

るように努める
つ と め る

。 

 （３）調達
ちょうたつ

の実施
じ っ し

 

     障害者
しょうがいしゃ

就労
しゅうろう

施設
し せ つ

等
とう

からの物品
ぶっぴん

等
とう

の調
ちょう

達
たつ

に際して
さ い し て

は、地方
ち ほ う

自治法
じ ち ほ う

施行令
しこうれい

（昭和
しょうわ

22
２２

年
ねん

政令
せいれい

第 16号
だい１６ごう

）第 167条
だい１６７じょう

の２第１項
だい１こう

第３号
だい３ごう

の規定
き て い

による随意
ず い い

契約
けいやく

をより

積極的
せっきょくてき

に活用
かつよう

するものとする。 

 

７ 調達
ちょうたつ

実績
じっせき

の公表
こうひょう

 

    各課
か く か

は、会計
かいけい

年度
ね ん ど

終了後
しゅうりょうご

、本方針
ほんほうしん

に基づく
も と づ く

調達
ちょうたつ

実績
じっせき

を障害者
しょうがいしゃ

生活
せいかつ

支援課
し え ん か

に

報告
ほうこく

するものとする。障害者
しょうがいしゃ

生活
せいかつ

支援課
し え ん か

は、報告
ほうこく

に基づき
も と づ き

実績
じっせき

を取りまとめ
と り ま と め

、

その概要
がいよう

を公表
こうひょう

するものとする。 

 

８ その他
そ の ほ か

 

（１）公
こう

契約
けいやく

における障害者
しょうがいしゃ

の就 業
しゅうぎょう

を促進
そくしん

するための措置
そ ち

等
とう

 

    区
く

は、法
ほう

第 10条
だい１０じょう

第２項
だい２こう

の規定
き て い

に基づき
も と づ き

、施工
せ こ う

能力
のうりょく

等
など

審査型
しんさがた

総合
そうごう

評価
ひょうか

方式
ほうしき

の

活用
かつよう

等
とう

、公
こう

契約
けいやく

について障害者
しょうがいしゃ

の就 業
しゅうぎょう

を促進
そくしん

するために必要
ひつよう

な措置
そ ち

を講
こう

ずる

よう努める
つ と め る

ものとする。 



 （２）障害者
しょうがいしゃ

就労
しゅうろう

施設
し せ つ

等
とう

の供 給
きょうきゅう

する物品
ぶっぴん

等
とう

の質
しつ

の向上
こうじょう

及び
お よ び

供 給
きょうきゅう

の円滑化
えんかつか

 

    区
く

は、区内
く な い

の障害者
しょうがいしゃ

就労
しゅうろう

施設
し せ つ

等
とう

が法
ほう

第 11条
だい１１じょう

の規定
き て い

に基づき
も と づ き

供 給 物
きょうきゅうぶっ

品等
ぴんとう

の

質
しつ

の向上
こうじょう

及び
お よ び

供 給
きょうきゅう

の円滑化
えんかつか

に努める
つ と め る

ことに対し
た い し

、必要
ひつよう

な支援
し え ん

を行う
おこなう

ものとす

る。 
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